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喜喜 旨ー凶ニュープリテンのホスキンス付近で採取した天然木 20 ゃl\ 20 íi母体と主色村;ネ: 3 京[41医科入に

ついて lìíj殺にひきつづき，情迭し物1mギJtt'fiおよび耐久牲を品\jべた。交鈴木間ばプラックピ…ンな

どで特lご釘しか勺たが，供戸ィな I[![体の約半数ごはかなり '1則投であった。脆心材のiF:í積率ば IJリ裂のもの

に ltべると慨して I[、在く長)\1.1:スデノlノクザアの ]0.2% であった。 "(1納品、i児数の閥幹横断 1mの変動は

樹心から外聞に [hlかつて大きくなるものがほとんどで， 詰たs 名中1体の平 ~cJíl自主ブスプラムが 798

kg/rn 3 で荻大，パノレサが 99 kg/m3 で最小で ， -níJ D_リのも ωより志いものが多かヮた。収紡はブスプ

ラムで最もメーさく，パノレザーが設も小さか勺犬。 l政水量の泊t斡平j五万 1:'1 の変動は辺@心材界一の7不明な{同

体で段々のパタ r ンしたが心から 1/R~2/3 0)部位で奔伺体の平均約な itt号ノJ、すものが多か

ハ 7、こ。 rJtrげ強さの吊d I立ノイノレサが IJ、く，アグライアいドセノレヲスで及も大きく，衝撃 fttJ げ政

JjJ(、エネノレギ←が l七こ11::べ小さいものはブヨックピ F ンで，ヰ'IIζノにきいものはパノレサであった。 illíj ;f'j

'111 はスポンジアスなど 7WHÆ;が侭く，ニューギニアウオーノレナットなど 8 似体がl'ω〉った。水の加工E

注入量をトìíjfil! O)樹H も合めて検汗した E と月，辺材ではl士 lEiご逆比例する傾向が認められ!と A
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品

ブ 1) テンで採集した天然木の利バ1 iと閲する訪ぷニドニアの}j{二つW5 1 ~7技ないし 5 '1約三(むパブアー寸

人予した天然木jJtiニューブリテンのホスキンス付近でも採県長行ない，その後予した。

それらの約来yt 逐次報(与すると20 :r!j� 20 何{本と l ， r主体/↑、 1 お; 4 本{と「いて|パ]慌の試験ギ二進めていろので，

このうち供;jJ:/]~ のねtFR. 形態:ご関する』U殺と，丸太付日，物JI!! 的 a 憶皮(i'J I'U"tぉととする。江 6lWとは，

よび保存:'l.:と関する試験の結果を京ぺ止 したじ

して
l 川 p

'i同〉総合研究J 0) 木Mワモ:む料中J支円特ijl j('Úf ブ己司j採決による I/k 平1] )11 山村l の手1 1J iî佼と関ず

たのど|お}jを闘っている。11なわ才1ノたもので ， 'J~胞にあたりお，}Jrll( よ

供武本口)]采築， t，'l]';じこっし、てはノ f プアご 1 一一ド二ア同の Department of Forests の ζ 支綬によるとと

採集の羽J也 flr:廷と J;仁実次の愉jぎについては i 11品i訂 11十本式会1t]:j{点木村 f捨て二郎と Stettin Bay ろが多く，

三とに ;~~i，to) μ!jj怠'J:: J'::. 宇る oLumb針。 Pty. Ltd. のご附ブJを {IJ fこ

lヰ木材部長のご配慮lとあずかり，試験材の木m;;J主H三および)JIl納研究の計i聞と完胞に際しては， ,I.j .j 

取り・加工などについては製材研究主・木正室@応用研究安をはじめ部内関係各位!とたいへんお'骨折りを

いただいた。との機会をかりて厚くお礼申し 1 ，げる ο

1. 

健(j)}j 主主

供試イミ[ま ô(の 3 かíJrで j采 1'Kした (Fi広 1)0 

ブブシ (Buvusi) 地区 E ホスキンス(討oskins) 心河 ItjがJ 15 km (とある延長体で?海岸からは約 6

;~'rljt友商[士山箆で 5m ほどの低地であるの友 100 m J.::(下の低い [!I がift:なり fTい，多km 離れていあがヲ

同 i日j も最大 50m ほどごîY;( Ci)小沢ノがへり主tlAしだ主主維な池な悼会?な枯'!f，jìにより構成される森林で

あと) 0 

ラキアマタ (Laki ，unata) 1也 lヌ:キンペ (Kimbc) の東南約 15 km にある森林で， ì~f!J Jëfからは 13

km ほとブ\勺ている。やはり!tÎ}tJx '1了~j {土低く， ).:_会くゆるやかに起(えする変化の少ないj也)1;である。樹荷は

マラス (Malas : Hmnalium foetidum (ROXB.) RENT孔)がびじ l、うに多く，大径子1，心〉約 609ó を 11i める」

JjI ，H~Jti!ホスヰンス笠汚則三近い "1勺i:lJ也

/'-. 

の各供試木はそれぞれの林分で最大級

ギニア [J11守山jにより

木戸れでいる。位HIf~プJ~ì\:いので3

日採集したノてA サ，カメ v レ 3 チーク

タノマイリカゥ crabai-Rikau) 

?ノ fブアニ J

民、われる。

3) 
r-' ,- ') 
¥ V "j 

Ope-n 

J-EYノ

「、J

J'  
f 戸

ド1釘. 1 ニ r ブリテン j:主

New Britain Island. 

のものである、

)(_然水については前日採集した船禄

与を除払 直径およそ 50~'?0 cm を日

制:(1) 木材



パブアニ λ 「ギエア付の加工的住民(節 6 報) (米不rJj IJ 樹樋1引先頭[) m
JわU

ワ
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jおと j翌ァ!ぐした c た j;'、しスポンジアスは追試を主要したため今日も採集した。伐採は 1976 年 9 月 1 IJ から同

6 円の刊に行なった， rF;iWJ じて jl~松のH'f I 市から 10m 長のノ!{.，大を十r L. ニカ人伐慌時lご寸前1が 3 げた七

の， T' と|討がJ があ「たものなどはそれ巧二じ、いた iM分かよ)対 干支卜 IlJJの(I.o_\いことな)-.:、から付 Eえが

10111 iこ消たないムのもあ (Tahle 2) イI( lt，づた 1 1'1 γp にその均三[i l ，j +rl にぜ~~スト :1)(の II)j徽

汗IJ (，日j l lL KL ッノジンM 子オートメ f 1, ~!-bj ，: Ci-nwth c: x'，'c"rlγìnyl ニー Ihiじ 11下川1e) ben抗日〉

をした〉これはこの芥1[が j:l，二ド:)jl;;j~ :ミどのの効 i1~があるかそテストずる白えもつ:んでい

カ;'ffj 月どま iしたのひ IfcÎ りのむの人i) ~ tí' じく， ぶ! Hlと丁ア I三ムんど1!!ヤ効果ケしし、ことが

i乏に虫J付;設で千IJI;;] l ノハ。

伐J禾 í~j 各ノ仁I J)j~1ごホス f ンスとキンベの ::11 1 日HrJ!，!.';，， 1とあるブJレマ(Iヨuluma) のへ搬出され

た。 9 )J 17 rjJ\!JÙJ /!'，航， <) JLkに変長IIU;\iil íJ.1jí;.!1! 乙i.'i き， ノヘ l沼子続き吋iニイ士主主て， 10 jJ 1.4円，~ ，.二三 "1尽に到若

したっ"，て現地での伐保から数えると l 力、!1 ;j';(i) IlfH ， 'dモ望号している

1. 1 供試樹種

今日の採集ぶは天然イ< 20 本ヲ ;)'i*k~、:4 イピω24 ノドである (Table 1)。なおここにあげた

プアユドーードニアで犯として )ij い七J れてい忍ものでお乙「

1) ニュ一帯二アウ主ールナット Dracontornelo托 pub同γulu制]\1子A ‘ (3ヲてL D. 棚田l.gifeγu慨 BL.)勺 }V

シ科(供主主審号 201)

Draconto附行lon 府J二 8{主の十からなり，東南γ ジア、太平i手J"JU'n)t 1と分布するじぷF主 iλρuberulurn ま

iま(まとのノ企岐にわたて分布する滋犯であろに よ/陀l[文!こも[ち車主的多 1，

二「一一ドコアウィ…ノレナ、ソトの名は， fl i'rて r ，. C))給iをもった ICパオの色調が北米のブラックウ方…jレナット

(Juglans nigra L.，ケ i[ノミ科)に似ているためにつけられたい のすぐれたものは化和じ用材とされる。

文献では気乾H: ，E O. G41ìブ〆 IJ l二。ンに分布ずる同腐のケオ (D. d仰 (BI 亡。) R"L日目 MEl<民)も同様の

十、利で i;[[ られているの

供"式材 村は新鮮なき i i: i炎，YC(ì1ふ(土j炎灰褐色災灰挑f与を ffjpびるわ心材も褐色で多数の

不規flijな紙芝(3 の紛がある;，1~' !l 

f料精f吉材相l日11は i 小iい1.υJ 

2) スポンジアス S戸ondias dulcis I匂RST ， ウ Jレシ科(供よlt本 202)

tま前日の(共、!と入、でいたがJ :�U :i!\~ぞをしたに め/ノ内

o. 4:i]j, 

01 ば村 幹の F J1ちに JCバヰィ l がよ〉マ』たため，元日の門会 i 川て"けははi 品、(!f:~~-，淡以紫色で，

:1 1火山 lこ i予約 20 :)0 C[]] の挑fé}イ子した可I;;}j戸別 IlfJt I と[式見 IJできる。 十'，j[口!の伏試イごちそうであったが，半;

荷i は六1壬十、になると 'if7 ~と '1 1 央にこのような {~~t~ i!~ ()) -hlj分が認められろょうであるハ間J/I t;~I) rま育変が著しいO

/t:fJ:輸はあるがあまり凶器ではないじのや光沢がある。 JVL 目はやや荘[。

3) スロアネア S'loanea insu!aris A 咽 C.3M. が Jレト J ， 1 科 (ffti式木洛号 2(3)

Sloanea )1山 t約 100 Fr(J) bJよからなり 1 ~Y-(l\Hアジア(オ p ストラワ T ， ニコ'吋カシドエプ

まで〕およびぬイiJ，アメリカ;こ分社Jするりラヰアマタ irlll文 ε;土木FF はあ三りおくはみられなかったが》シラ

カノマのような(:)い)r，Il!L と '$9~い F王子〈な仮恨で林|付ヴは日立つ;てである。仁献による共同属の S fOt伐'511 しつ

気乾比重は O包 bGlì 0 



Table 1.供試木

SampJ君 tr巴es

科 名 ( 般犯 |採築地1)
F制御 [ Common mmE iLocal町

L 

Draco持tomelo叩 β日berulum ウノレシ科 (Anacardiaceae) ニューギ?ニアウォーノレナット (New Guinea Walnut) I B 

Spondias dulcis ,,( " )スポンジアス (Spondias) B 

Sloa開ea insularis ホ Jレトノキ科 (Ela巴ocarpaceae) スロアネア (Sloanea) L 

E目dosþermum moluccanωn トウダイグサ科 (Euphorbiaceae) ニューギニアノイスウッド (New Guinea Basswood) B 

Pimelodendro持 ambωinicum N ( " ) ピメロデンドロン (日melodendro日) I L 

Garcinia latissima オトギリソウ科 (Guttiferae) カ ンジス (Kandis) L 

Litsea iriαne日SIS クスノキ科 (Laurace旦邑)リ ツ ェア (Litse旦) L 

Casta向。ゅermum australe マ メ 科 (Leguminosae) ブラ y クビーン(Black B巴an) L 

Pteroω仰s ind兤us 11 ( ν ) ニューギニアローズウソド (New Gui.nea Rosewo州 L

Agl仰伽山 | センダン科 (Melia印刷 j アグライア (Agl刷 L 

211 Amoora 山ullata 11 ( /1)  パシフィックメイプル (Pacific Maple) B 

212 Dysoxylum ar持 oldia符μ附 1/ ( ) i J;ダダ(イ、ゾ/ツクス (Dys口瓦) B 

2'3 Parar巾tωocωαrゆρ抑M削s ve開向側仰0ω抑附u附s ク 1ワ7 科 (Moωra配ce丘記怠) ノパf ラ Jルレ トカ Jルレプス (伊Pa紅ra訂art吋tωoc印ar叩pus江出s) i B 

2幻14 ]1，;[，ぱ1ar仰t幼heωs coωM干干F川bosa ノパて ラ 科 (恨Ro蹴色位a況E吋) i ブスプラム (B 

215 Neonauclea maluensis アカネ科 (Rubiacea巴)イエ司ーハードウッド (Yellow Hardwood) B 

216 Burckella macropoda アカテツ手+ (Sapotaceae) ランラン (Rang Rang) B 

217 Alianthus integrifolia ニガキ科 (Simaroubac巴ae) ホワイトシリス (百九fhite Siris) L 

218 Ste何ulia 戸arkinsonii アオギリ科 (Sterculiaceae) ステノレクリア (Sterculia) L 

219 Cel的 J日zonica ニ レ 科(U1maceae) ハードセノレチス (Hard Cel tis) B 

220 llitex cofassus クマツヅラ科 (Ver benaceae) ガラムート (G乱ramut) B 

221 0伽側。 ρyramidale パンヤ科 (Bombacaceae) パ jレ サ (Balsa) P 

222 Eucalyptus deglupta フトモモ科 (Myrtace且e) i カメレレ (Kam巴rere) P 

223 T…G 仰吋is クマ Y ゾラ科 (Ve巾B抑制 [チ ー ク (Teak) P 

2 24"  H ( が〕 '1 ( 1/ ) P 

注〉 1〉採集地 B ，ニューブリテン烏ホスキンスのバ南約 15kmのブブシ地区; L: I司キンベの東南約 15km のラキアマタ地区 p ーホスキンス史浩近くのタパイリカウの造林地
Notes) 1) Locality B: Buvusi, ca. 15k閉 south'west of Hoskins , New Britain 15, L: Lakiamata, ca, 15km south'east of Kimbe; p: Plant呂tion at Tabai'Ríkau, 

near H05kins Air Port 
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パプ。 f ニムーニドニア付の加仁川性質(t;t'} 6 絞) (未利用トトJ極研光収) ウtヮ
“

{よい\+~ J斗材は淡黄白色(淡黄色， '亡、村は新加y なときは切るい褐色を示すが，乾燥後はいくらか緑色を

~nJ;:"]' だ淡 f)( J'tt@，で\辺。心 i;，Jの iむがや--V")不明的になる。引二 j乏輸は副腎ではない。やや)'UJてがある。肌目の

精粗はL[J 0 

ム!) ニューギニアパスウッ下 Endosρertn時間 moluccammz (1'. et B,) KuriZ トウグイグサ科 (供試

ヰ:番号 204)

Endospermum k見(よ 13 械の樹木かつなし，ミ;有アジア ム一平行'地域 i三分布する。し、'9れも淡色， 経軟

な木材をヂi L，ニコ ドニア地止にも 4 H'. があるが， ;f~ω+iJ!tJ L íX!Jlj されない ニ L ーニト、ニアパスウット~

の王子:は，経次な材がパスウッド(シナノ~'-}lT¥ Tj'ilia の附枢の 0~:r; ) に多少似ているためにつけられた。わ

が国、でで iは立家兵の|内今んi

削edullosu附)0

供試jsj J竺・心材の [><jJIJは不明で淡政í_0，'淡 IhJÜを /J、ヨが， タ~J~j 部 4" ， 5 cm ほどはいくらかより淡

色乙その分が若しく l守交出に犯されてしl 、る。部分的 lこ魚、( ;t(色を千il，びる。〉l凶えがあるの住民輸は不明。

IlJL 11 の精判 lは中。

5) ピメロテン!"ロン Pimelodendron aml;抑制Cμ1n IlAssK. トウダイグザ利(供試ノド忍弓 205)

Pimelodendron I!i!, (土 6 ..8 刊の樹木からなり 3 県南アジアヘノ太ミ17 Ff 地域にう〉什j ずおの*科 P. ω日boini

cu附はモ Jレッカ I者向~ニ，-ギ、ニアの住j;1( C:，この属の樹木の判徴としてヲ樹 1交を傷つけると泣白色のぬ

tfの乳液がま?く nl: る u jt派ω ものが少なく p わが llilでは M. L. H , (雑怪秋広葉樹)として扱われてい

ると}J.\われるが， H の外組はややラミン (Go月ystylus spp吋仏Jnystylac巴ae) iこ似ている。文献では気乾

上七宝 0.571 )ο

供試村 λリー心付 ωIx一月 1](ま不 iノ円で p 新鮮なとさはやや悔色を市びた淡黄色であるがF 乾燥後は淡黄白色

で，周辺;\Iíの青変が若しいにl 光沢はあまりない。 ~t二反輸は顕著でない。日L ははやや*tj: 0 

日〕 カンジス Garcinù宝 !atis 庁ima M'Q. オ i ドソソウけ(供試不:番号 206)

ブグギ Garcinia は約 400 附ω樹木から江日r:l界0) ~::*\'ILi'}'-'-' itE熱帯 Jと分布すと〉が， とくに東南アジ

ア l てf'!i)fiiが2:: い υ ブクギ (G. spicata L.)はわが i F]のj1i.ííh l'il5諸島 l乙も分布し，またマンゴスチン (G目別α)1-

gostana L.)の県.'州立主l味で虻l られる r との l凶の t0j ;f、 l 土出!之をigつけると黄色..['j色の樹脂がにじみ出る。

大木になるものが少ないのご，二本+~は利J )I] ..1 あまり知られていない。文献では気乾比重 0 ， 811) (Garcinia 

spp，)。

供与え十0]'立 a 心付じっ IZéjjiJは不明 11奈で，全体iと淡黄色~ザ褐;;，.~ミ支出色をすが，周辺部が内部よりやや淡

色白である。 l~l はどスアレックが白立つにl 光沢じい。非公~!命は少し認められる。肌目はやや精。

7) 1) ツココア Litsea irianensis K川T. クス/ニトヂI (供試:本番 207)

ノ\マヒワ);~ Lilsea は ;~YHE アジアを， 1 1心として分布す「るが] 400 組の樹木からなり， わがl見の阪地にもハ

ピワ (L. jaρonica (THUNB.) J uss，)とパリパリノキ(ム acuminata (BL.) K四ATA) の 2 種が自生する。

クスノキílQYjMホはマレーシア， インドネシアではメ夕、ン (Medang) と総称されることが多いが3 ハマ

ワ民の!出世は !lj l}~鎖反からもその代表格である。わがい|とは M.L.H. として扱われるのがふつうで，

ニューギニア長誌のかJJ.メの L. domarensis の);;\乾比重は，文献によると 0.461 ) 。

長~;f[t材 技 F が低く p かつ上i~i)がこまた木であったため村長が短くなった。辺心材の区別はあまり明瞭

でなく p いくらか緑色l問、を J旧びたによ:い淡武色交友褐'{!'.を示し，川辺部が内部よりやや淡色である c 少
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し光沢がある。とL員輸がやや認められる。肌目はやや相 o J::. t~でもクスノキ科によくある特別のにおいは

も 7こなし、。

8) ブラックピーン Castanos�ermum ausfrale A. CUNN. マメ科 (0Uえイ\者p~. 208) 

Castanosþermum 属はマメ科マメ l医科 (pzpili onoideae) に鼠し，本極 1;慢のみを含む。オーストラリ

ア東北部p ニ γ4 干、ニア，ニュープ 1) テン民 lと分布するが， --Itil!: iと天然水は少なく，ホスキンス付近でも

~~ilの木"と問、されている。 決1!_óの心付が美しいので[1::;粧用材 iと用いることができる 3 気乾比重は当jおの

材鑑によると O. 70~0. 730 

供試材 大径;十三であ -，たがT'~\II と上部(枯枝よ') )に心Ji~れがあったので判長が浩子短くなったの辺材

は淡支出色で幅がせまし心付は濃淡の泌をもった濃H育協色(くすんだチゴコレート色)で2 辺 9 心材の

区5jlj はきわめて別際である。- m;の道管lこ淡}If白色のチョーク様物質を含む。やや光沢がある。生長輸が

認められる。 P)九日の給料1は中。

9の〉 ニユ一ギニア口一ズウツド Ptμer叩oc印arゆ声z説'USωSυ川t釘di削C口us "\入，V[山Ll凶a マメ科(供試;1，番ヲ 209)

Pterocarpus ){l~ i立マメ科マメiJll科 (Papi1ionoideae) に鼠し， 1主wの熱，日!こ約 50艇がある。そのうちい

くつかの樹極は亦尚{I<，…紫掲ß系の尖な心材をもち2 銘ふことして知られている。本種もわが凶ではカリ

ン(花縞)の名で一山本の l 極としてど\'jp ら家具p 彫刻p 楽器などに賞九J されてきたもので，その美しさとお

いの少ないととで定評がある。またフィリピンではブラ (Narra) と呼ばれ， 主主高級木材のひとつとさ i し

ている。 東南アジア ~1;…Jニ z ーギニアにおよぶjムい範聞に分布し，~育環境によって材質にかなりの悩

がある。 心材は亦褐色で， {~f~~o) ものから比絞的淡色のも ωまであり，比五1 は O. 34~"O. 94 で， O. 58~'0. 65 

程度のものが標準むある。リップノレマドークをもっO また道ゲi少の匝l'.51 ] が設HL1J!的傾向ミをもっo fsH!.長そ傷つけ

ると血のような樹液が流出するが?これを乾lr'íJð せたものがキノ (Kino) で~況とする。ホスキンス付近

はあまり多くこと育じていないυ

供品川寸 ド郊に心jおれがあったりと説、の組がりが大きかったので村長が短くな)こ o i!1.材は新鮮なと

き淡黄色雫乾没後ほ淡黄山色へ淡J){ 白1!:òを示ーす。心付は1íX褐色でやや濃淡のかJをもちァ 11 1心付近では部分

的に色」がiillせている。，2l心材の境l土 19JI段。やや泌がてがある。生長輸が認められる。肌目はやや組。水口 '/;IJ

れがひじように少ない。

10) ア夕、ライア Aglaia litoralis Zm' センダ:ノ科〈洪試木番号 210)

Aglaia ì副主東南アジア~太平パつ血Jw，:こ約 200 店主うるが， :fljj類が多いので分獄がむずかしい。 材質は種

類lとより具なるが?itt色でやや重史江村をもっ樹FEがyい。文献によると気乾比ill O. 72~jO. 961l CAglaia 

SPP.) 0 +iH!交をねつると白色のずJ夜が U~ る c

{久試材 業!?魚"ft; ときは J日付;ま淡茂 E=l tムで 2 内悩ほと:桃色をび，心付 l立浪桃紫色を;í~ 9 。乾燥i支は i!l H

l立 J如氏褐色 v桃灰色ゅ j心材は桃NH己へノdlザ:呉'r1ß〆([J二む辺材から心討にしだいに色が移るが9 その境は区，JIjで

きるのやや光沢をもっc 1:1乏輸が認められる υ!日L日はやや*i'f 0 乾燥した )L太の木下 11こはおHかい'tIJれが多

11) パシフィッタメイブ)~ A日zoora cucultata ROXB センタン科〔供氏本番号 211)

Amoora J1;誌は約 20 澄の湖水からなり， アジア~太平洋地域lこ分布する。パブ。アニューギニアではノf シ

ブィックメイプノレの名がつけられているが， メイプノレすなわちカエデ煩 (Acer spp.) とは菜形や材にも

類似性がな< ，名付の由来が不明である。文献では木種の+;1の気乾比重は O. 531)。樹皮を傷つけると枯王室
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の L'] ø，の手し波が，U るに

ら 合l' !ノたけ C{ど桃色lの IL~\同 lこ移十，~ 也新鮮なときは辺川はßi.供ぷ材

心付は桃トUC!j- 桃~~Üをノjぐ日付の(JJ)í ic:^ilrj 心ト'J:iR~と iI1i;\ の jよい(京、J 1 crn) i1f~色任し jニタ!村は挑灰色，

Eiはやや;目。J治郎がみられラそこで;ュi註心分社iが少な)\::';)~がめ紛j)ミ J)

l' ンダン利(í!tiJ¥ 1ミヨ;日 2!2)Dysuxyluln αrnoldzanll Jn K. SCflCol , タイゾッグス12) 

fノ ω 木村は心十社、|ノ (-1 地J&!こうJ 1'11 ずる ζ取はj アジアDysoxylum 腐は約 150 湿の位川、から

りは líiHヰの C内isochelonミf!'~のる, ;~I;;)Xu_) 主組織がよくが淡色のも ωから襟f01ω ものまであ

まf コオ L ら O)H雨のオ、村 lふうど;Q) Aglaia) Anu)ora と!ーも!認の木村!こよく似てし、る"

い Jう ηが少なく， M.L. H. とし℃段われ
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"炎，:id自己を /J 、し，海 市ろとは 1夫氏問主主 l~llHiまはじめやや桃色を1Jttí\fオ

ωタHl !ll の淡白 ω;!I')~</r と iリ j Ii^CE!三区している。 中リリこ i白 i条約l[iA20 cm 心){_U~WH~:{ 千品也市;がおり

日1;できる υ 少し光沢があるハ込愉はイ~IUJ 11(.( ，日 L td 心街ネ1; は I1 1

ケ ， }ノ!ミ; (供出\:/1('ôi 弓 213)Paγαγtocαγþus venCllOSUS (ZOL1" ct I¥1CJlw) BE l(,,, パラ)!.-トカルブヌ1:¥) 

iを?与は J ラ，Pαγartocαγþus は P. 切れ立坑05拙と P bγac!ωtus (KI'I") 1きT山. (}) 2 将 ;0 ￥らな

っ 干:一二ア 1ごう}ィ'IJ す心/j)，P. venenοsμ8; 三京F{'1 アジア〆ボルネオ吋の低j自にある税額である。マトヲ，

おレ 1:2)β 、、
人口、、 γ ニj 勾ノJ二二 ギニ二アのものは ssp，戸ιþuαJtus け)ECC.) J A Rlu':rr íjji 孫(とう〉けられ，

スマトラ，一ずブヤ，あるのに対し3の根本によると， SSjJ戸江戸川nus (})気や;上I::dl 1;ェ 0 ， 46 (�. :l9' へ 0.49)

ボノレネオの i爪私である ssp. }(，ザbesii (KING) JARRErr で fより(j() (0 , 56 0.6'りで 9 後が 泊以こやや

lれ!科の Arfucαf戸 Anlia内3ωF売のくいであるい仙の 2 .ilE極の M については不 11) J である、

/~. ( 1J) l::"J タ半j ，!íX刀打 ιn，立したjふ，もIti1 < , 付をう hW!tJ{本の干力、の樹木

l'ararfυCa/戸川以支も [fUHえの効HI がああゐとして }l1~1Ant僘ris /oximria LESCH. のす伎はJI\

f及 jコh る t>るというっただしペパocαrþus rz，Üノ〉乳液与 J 付 l 主主/1. 1.. H. 

が，外iJi!jO)日士はやや i災十イはわずかに渇f与を刊びた法主~~C;~ ~J[_~、はの l丘日 Ij /)\イ，リ]隙であよ村

, jヒk$(tljははと lノどむい 肌 iゴはく)'¥' 11' 1 1，伐むである。丸太ω 日出は許しく変じて!、心、があ

倒的) ~キの一[ご tmがさけたため，やや上ちから託料した(

ノイラヰヰ ({共1\Ilamnthι川、ory附bosa lk. (Syn. : Parinari corymbosa (f:lL.) MIQ.) ブスブラム

試ンド落弓 214)

14) 

イ， i以乏し、 ，Maranthes 屑 l土 11 :flIlO) ばしばィぷの f勺nran 二めて 1. ，Jìfaranth町 NiJs

一r' パ iilJ， l"Y，r 
〆HI Al, ('θ Y)'刀zb何αψフJ

J
 

10 fゼ/ 1) カ.cO) .) 樹木からなふがp

がわかf ダヲぐす 'C. (J) Coue�w �OllameN5is お1'/1， h' Llし， /)ミオ三7 
r 、
q 1); くうj.([J，~ ，ニカ、

。文仁川3f誌が:比重 0.881にjて) ;，こ数式ら不 Lてい, J: 'F i'fをまたがコて分{jj する ffu な怖のひ

新鮮Il与には辺判は相白色で3 桃柊j 色ω心討にしだいにd修行ヰ.ゆi し/こ材は一様な<し氏、{兵員式付

J土Lて市 H iまあまりはっきりtM詰~~で， ì!1 H:'iHiよいくらか淡白であるが[)(見守は不明 1ほとある u 光沢に三!ノし

じない〈日[目 ωf~)H I.~よ LIJ.c 1波乱J組織に安くのシサ力会、。乾燥した)[，:たの水口 Jとは治mかい多数の割れが

制 HVえにみられるつ

アカネ科 ({JtÄJ\/ト夜 215)

ーの!m (iJIに J.Vauclr品千五市アジア〈ノ(;:，'1λj下地域 ζ 分布守る。

Neonaucleα maluensis (VAL.) S. MOORE 

Nc(mauclea !r誌は約 70 位の樹木からなり守
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属 l乙合められていたが，日IJ)冒として分間i された。このïiiJJ同の木材はしばしば人工的に若色したような鮮や

かな椴色や桃色を示す特徴をもっO イ工ローハードウソドの名も木材の色調に)ll~づいている。文献による

と木程を含む数種の平均の気乾比重は 0.801)れ

供試tJ 伐仙IJr昨は ， ;ll.f~ は，静渇一貫色，心材 J立浪燈赤色を示し， í!l' 心材の RS 別は明瞭である。乾燥した

材では，新しく鈎百IJ した而は鮮やかなJ陵桃色を示し， -{~iS分的[こ夫しい濃桃色を帯びる。辺材はやや淡色で

あるが心材との区月iJ(立少なくなる。古い材 1[\] (主総黄色を示ナ。光沢がある。生長輸は不明瞭。肌呂はやや

精。

16) ランラン Burckella 削acropodα(Krause) H.]. LAM アカテツ科〈供試木番弓 216)

Burckella 属は 11 種の樹木からな/) , モjレッカ諸島~ニューギニア~サモア諸島ピ分布する。アカテ

ツ科のふ;材は， 7 レーシア，インドネシアでは比設の比較的低いものをニャト (Nyatoh)，高いものを

ピチス (Bitis) またはニャトーパツー (Nyatoh Batu) と i呼ぶが， 今日のt~試木は O回目前後の比Z宜をも

つので，との両者の rÞr:u m皮といえるかもしれない。アカテツ科樹木の特徴として，品JI支を -fpjつけると事ii

質の白色の樹液が山る。

供試M 新鮮なときは辺4ノJl土長十日色でしだいに I~ßf白色の心付に移行する。乾燥後はくすんだ桃褐色で紫

黒色のあいまいな絡をもち， ~ぷ材はやや淡色である。住民輸がI~jl慨。JjJ L 臼はやや特。放射組織と柔組織に

多くのシリカを含む。

17) ホワイトシリス AilantJnィs integrifolia LAMK. (Syn. . A. peeket� MELじH ，) ニガ、キ科(供試木

喜号 217)

ニワウルシJ~ Ailanthus は 5 主の樹木からなり p アジ、ア~太Tーバー地Jd(の熱帰五千誌に分布する。 ニワ

ウルシ (A. altissima (MILL.) SWINGLE) は中悶 ~'ri]Èであるが， 民主 l:lil樹などとしてわが国でもよく植えら

れている。 A. integrifoliα は点南アジア~ニューギニアに分布し，ニュ{ギニアにあるのは本種 lHのみ

ごある cζ のJ福の木村は一寸止に淡f~:H 経軟である。村 lとはいくらか苦l広があ';"，) (1 

f共試材 全 {4ょに淡黄色〆、 j炎長白色で;71)['Aオの区 Jjlj (土ノト切であるが2 外側の郎分はやや淡色で， 奇変幽 l三

宮しく犯されている c 光沢をもっ o IU社創立認められない。目凡日はやや判。

18) ステルタリア Sterculia 戸αrkil1 soníi (F. MUELr..) A. C. SM悶 アオ干、リ科(供武;十三:番号 218)

ピンポン)渇 Sterculia は約 300 視の樹木からなり， m界の熱般を JIJ心に!よく分布するが9 とくにアジア

の熱;~D; ~こ極類が多い。ピンポンノキ (S. nobilis 51HTH) は中関原康で，沖縄などにも植えられ2 経子が食

用 lとなる。 ニ γ ーギニアには約 20 れがある。 この!尚の木材は -1般に淡色，淫軟で， 文献では気乾比重

0.321) 0 [5j科のアンベ臼イ (Pterocymbium beccarii K. SCHUM，)や先述したホワイトシリスなどとともに

i災5ラ '1送軟さを更すえらlTl iおこ用いられる。

供試材 辺町心材の区別 l土イ~Iリjで旬新鮮なときは淡黄 fcJ 色?乾燥後はやや褐{立を干?をぴた淡)天黄色~，{~灰白

色を不し，lJE回国ではr'!:jt 寸JJH組織が顕著である。育t変が著しい。丸太の中央に径約 2cm の髄があり s

また中央付;!Îの t~'(ま周辺市より比重がかなり低い。光沢はあまりないの生長輸がやや認められ，それに沿

って道管の分布に少し粗慌がある。肌 [1 は組。

19) ハードセ Jl，.チス Celtis luzonica VVARB. ニレ科({;lli~式~(:&な 219)

エノキ)品 Celtis f;:tニレ fl の rllで設大の属で， 約 100 砲の樹;てからなり，主として北半球lこ分布する。

わが国にもエノキ (C. si抑制sis PERS. V且r. japonica (PLANCH.) NAKAI)，エゾエノキ (C， jessoensis KOlDZ.) 



パブ r .;.:， .2 'キニア村の加工的性質(第 8 幸町(未利用樹稲研究班) ー 31 一戸

など 4 種がある υ 』況温?臼'L ~悦片沿十持長践F の?憾li虫主矧[白\0の)~

アプ')ニム一)ギ下ニアでは/本ド川4村j の干利|リl川 1.今' 付If七 lこより比国の比較的民いものをライトセ Jレチス(気乾比三;

0.571))，いものをハードセルチス(気投A比返 0.62".0.801))と i主日りしていお υlìíj !Dlはライトセノレチスそ

試験したので3 今回はノ\…ドセノレチスをj末広し/こ u

fJL試は 辺・心材 ωi及川が不 IV] で ， ?Hflr{なとさは淡Þ~f見 fTip 乾燥後は淡!火武色を示し，全体にやや:t，}.尚

子を，;;;，つ、た色むらが別れる。また闘の周辺 iこ係::) ~ベ 5 cnl ほどの泌色をした分があり， 1_::1i い謡史:をも

ッているの j日J\~がある。 iLr~輪 !J ~-rl'X::(めら jL Z)0 日JL 回の*f'f)'在日立 11 1 "

20) ガラムート Vitex ιυ'fassus REI:iW. クマツツラ f'f (jJ主ぷ本委リ 220)

ハマゴウ同日tex は約 250 係の小1氏三十三むいし rHJノドからな，日を 11 1 )仁、;三分布する υ ハマ?ウ (V. ro伊

tundifolia L.) (土{句作 i沙JUl(ζ 件下手する小低木で， FI*を合めアジアの f[長.:む~対，~;~W ， 木、Viilll域[と)よく分1'fj

ずる木村 ~ijねとじてはブィリピンのモラベ (MoJave : V �arvijlora J uss.) が有名であるつ V. cofassus 

li モノL ッカ"首お~'-"ニ J ードニアf ミクロネシア lこ五}(Iitる凶主，ニ!ープリテンやソロヰごンにはカ〉な u

j与い〈 じかし宇?の必がさわめて近山、のがく三池の特徴で，板 ruがみ江戸II芝でほとんど校ドを ;ßí 1.二てイバ1:. L./) 

さらに幹がよじれ.， (来い縦みぞが幹全体;こたコている。例外なくこのような制十?をもつため森林の開発に

際してもふつう伐，)残され3 わが凶 iこも輸入されないの ー)T;見地で:むこの木材は耐久ド!:. I~とすぐれ。 rt t,-_ 

31 いも少ないためか， flえもむム!lJ な木村のっとつとさ fL，築ノヰlζj甘い Z、ほかとくに彫刻 IIJ 村 :ζ淀川 j る"

7え;献では支悼むじ 0.70 ().8P九

ob正式材 新fr:yl;;， ときは j!lj;よは尚治 í~. ， !心はは fi帝紙褐色、で，心対日)区川口 iリ]怖心中LW:し fニ村では， !立判

は氏皮色~I火 fu色，心付 iì !J<桧j~でいくらか緑色をfJiJrびるが，来Î' [，{I刊行与の設し、 II i'í U色はほとんどうすれ， J立

劇 dン討のi売が/(; ìlJJl僚!となる。光沢がある ü !\éLC輸がよぷめられる。 日Il 自の紡tIlは rlj c ;且?守 lこチロースがたよ主;

するし

21) パ )1" ザ Ochmma þyramidα/e (仁川，) lhlJAK (SY I1, : O. lago�us S\V A 只 rz) ノ f ンヤ件(供前

十\落 221)

パルサの学名 lこは ο咽 lagopus がよく用いられるがp 命名L児約 iこ1/1: っと O. ρ'yramidαたが 11二しい。

Ochroma 属はこれまで 11 価が記 E決されているが‘ Jt きくみれば 0. �yramidale 1 伎にノI.，il'j←るという J，1.

ブfが最近では有力である。出インド諸 &h ， 11 1氷，南米の北岡山 lこうf社j し，コロンピア，エクアド Jレヲペノレ

ー北部がノてjレサ材の::1二百i地である c きわめ守て生長 7J51)1 心数{jでJj;z位JDllこ巡するのでヲ近年では県南アジ

アや太主IL涼 ttlll，&でも可Lr九ii主体制 H:として凡J し 1 られだした。パノレサは Il\j;主的 Jご1!y. U 'JI きされる ilt界の木村

の 11 1 で肢も l~~秋な木材であるが， iLÞi条1'1や ~~.f~ の :~15i立によって気乾lr. ':ÍI が O. ()5.. 仏 .11 と大きい I;JÌi:Îがあ

U, ふ】(). lO'(). 26 担!支がよいと 31L ふり 泣トノトぶでは 4 8 '1 一仁、いi 尚 20へJ25 111 , iCr1主!1.3- "'65 cnl (，こ

なりヲ これ以 ]:0)出 Jばではi七のi".:JC 叶\けが3f;hX; さ ì L, !'i l心が)肉犯してくる。土!\地主計止に宇ぐ TL るため iくf

i東船 lこ多く JH いられ，そのほか近出 HJM ， J;Lよ~，↑)i;[)_}十j.川とされど) 0 

供Jよ H 1972;'ドから 1973 "1 にかけて凶放され p 伐採1I 与にはほば 4 々を料過している。 辺・心村 ωl三日Ij

l 土イ; 111]';::フ'Ì 1rf<<'i なとさは淡故山L:'.~， 1;乞 i燥した木村はや件J色合引Fび fこ!火山(己主 jJ~-._j "u 古史 I*i! こ ~l~ ~"れてい

が，変色しくない〈ややJ 凶付、あるの I[ 反戦iはない c IJJL はの梢和i(止! IJ , 

22) カメレレ Eucaly�tus deglu�ta BL. フトモモ科(供試沢番号 222)

f三 deglu)うta はが :'ìO() Niあるユーカワ属 Eucalyρtus の 11 1 でも， オんストラ 1) アにもまたタス♂ニアに
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ノぐプアニ---ニア村のり11 1 l�':)ttJ'3: (前 6 十日) (本十IIHltM .fÆf引先サ11) 一日会
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立) Crook is given by the maximum height of def!ection per meter. 
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center of cross section , D the diameter of log. 
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もない唯一の種類で，ニューギニア北半古ij，ニコーブリテン，ニコ炉アイ Jレラント\モルッカ諸島中のセ

ラム島9 スラウェシ， ミンダナオ lこ分布する。ニューブリテンで最もよく!と育し 9 排水のよい砂質のιし壊

ではしばしば純}-+:状になる。 tMr~ijは最大 70'~J80 m , 直径 2 ~~2. 5 m にもなり， ~l:長が-91いので各地で造

林樹穫として用いられだした。 F. A.O. の被告によると， 10 よr~:I:造林フト:で 250 m3jha のパノレア。jE{木が何

られるという。材質は生育状fl:~~;によりかなり進いがあり， 3tt乾比重 O. 40'~0. 84 , 心けの色調はj炎以褐

色~挑褐色~濃培褐色と変異の隔が大きし Îo

供試料 1968 年から 1969 年にかけて値必されたもので9 伐係時点て、約 7 ';1 丑ーの樹木である。新鮮なと

きは辺材は淡黄白色F 心付淡褐色 v桃褐色p 乾燥後では辺材淡以褐払心付褐灰色で，部分的!こ陪Itù~褐色

の筋が入り，辺心材の墳はあまりはっきりしない。ややYL{jZがある上長輸は不明瞭。肌自の精粗(;1:中。

23) チーク Tectona grand� L. f‘クマツヅラ 14 (供試:本落サ 223)

Tecto拝。嵐は 3 種の樹木からなるが， チーク以外は木材不IJHLl:.全く需要引をもたない。チークはイン

ド， ビルマ，タイに分布 F る。 ジャワでは 19C 以来オランダ人によってチーク村が保設育成されてきた

がg 本来口生があったのかp 人為 lこ導入されたものかは/卜|リ]とされている。ヒノレマおよびタイの乾季と雨

季の区別が明瞭な地域の天然木が fA質において最も F ぐれるとちれ， (欠のような性質をもっ・環孔付の傾

向が強く，生長輸が明瞭で，それに伴い縦断凶11と b虫色の縞が現れる;心付ははじめ!協会褐色ゼヲ しだいに

浪陪褐色になる;比市 1!1 !i有(気乾比市 0.70 \Ì Îj後)で， ホi可坊主jìIl直; t~'でこすると油状\1:';があり， やや機

械泊lζ 似たにおいがする 3 チーク材のよさは\fJîj 久性がきわめて而いこと， 1:七涯の ~i~iJ I三力Ir['I!上がよく， íEい

が少ないこと，強度が向いこと p 請さちついた ;Hj~it ts. 色調と p しっとりした感触をもつことなどにあるが，

太平汀ー地域の造林木がどの桜!交の材質を示すかが，今後の治体の成否 lと影響すると思われる。

供試材 1968 行から 1969 "fにかけて腕殺されたものでp 伐採IIIiょう、で約 7 ójO /l:の本である 3 辺材は淡黄

白色~淡黄色，心材は部分的にやや緑色をdlijFびた褐色~黄伺色で，中心付近は褐 1'1" が惚せ淡伏広ßを /J"す。

やゃうと沢がある υ 生主主検(;l:子、日際で， 刊:を!沿いて環fL材的傾向は :/J'( さなし、" ~IL [-1 の精粗は l仏イ;j'TIはや

や交錯する。道管!こ白色のチ ~I ーク棟約質を合む。 íill状広，特別jのにおいはもたない。

2. チーク(供誠木番口 224)

この供試木は No.223 と同林分 i ClL育していたものである。ただし， 採集Il寺より約 1 か月前;こ伐イヲi さ

わし， t+ 内 lこ政資されていたもので， fM lflj '~;1Ìーのデータをうくく。材質は ]\0.223 と|司様ο

1.2 供試木， f共試材の形状および配分

以上の供試木および供試材の形状を Table 2 に，また，供;式 t~ の水口国|閣を Photo. 1 に示す。

供試村;土 Fig. 2 のように各試験に配分されたυ



パプアニューギニアはの加工的仕質(第 6 y~) (米中Jm制緩研究班:)

No網 201 ニューギ二アウ刀'^^- )レナ ';J ト
J)raconl印nelω1 �uberulum (Ana仁ardiaceae)

辺信 心付の 1)0) 1j IVJ I~l で，心材 I:J不服員Ijな同 'L、
円状の縞をもっ

Heartwood distincl and with irregulat 
concentriζdarker bands 

"No.203 スロアネア

No. 202 スポンジアス
S戸ondias du/ζ is (Anacarcliac巴ae)

濃1'.'の tjl 央部与をもっ

Wood with dark centeI 

No目 204 ニ L ーギ、ニアパスウッド

35 

Sloanea insularis (Elaeocarp乱ceae)

i'i!;Jが J1:.い

Endosρermum molucca河um (Euphorbiaceaε) 

辺・ J心付の[逸見IJ 不明で，周辺部がjFj 変する
Hearlwood differentialed from wide 
sapwood. 

Heartwood not disti日ct and ol1ter part 
ml1ch blue叩stained

Photo. 1 {jl, I武村口〕木 J I 皆r jli� 

Cross sec!iol1 of sampk log哩
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No. 205 ピメロ j' ンドロン

Pimelodendron amboinin 昨日 (Euphorbi旦cea巴〕

辺@心付の [x 別不明で， ，L1;j辺部が蒋しく百三t
する

Heartwood not distinct and ou!er part 
badly blue司s!ained.

No. 207 リツ γ ア

Litsea iri山zensis (L註uraccae)

辺 a 心付の[>ミ ;I;~I J 不明

Hear!wood not clearly differentiated 

No. 206 カンジス

Garci耳切 latissima (Guttiferae) 

辺@心i;Jの15?月 IJ不明で 7守変はほとんどない

Heartwood not distinct and little blueロ

stained. 

No. 208 プラソクピ ン
Castanoゆermum australe (Lc疋umino日ac)

辺@心付の|ズ日IJlÿJ!l{，(で辺材開せまい

Heartwood sharply differentiated from 
narrow sapwood 

Photo. 1 (つづき) (Continued) 



ノ f ンコアヱ勾~下、ご山ア材の力IIT 釘(節 6 報) (求平1I Jl j ト，~!jHlin'í'i)JU 37 --

1¥0. 209 ニ z ーギコアローズウッ F

P!eγocarpus indicus (Leまuminosae)

i斗@心付(7)1)<( 日iJ fij] 服、て辺付悩せまい

Heartwood sharply differentiated from 
narrow sapwood 

1¥0.211 ノ f シフィックメイブノレ

Amoo1"a cucullata (Meliace乱e)

)J1 ..心村 0)[実日 11 はあるがその院は!リjほとない
Heartwood !lot sharply demarcated from 
paler sapwood目

1¥0. 210 アグヲイア
ApJaia lito1"alis (Mcliaccω〉

辺付は i炎 í(' で徐々にユの心不ずに彩る
Sapwood paler , mergîng 詰 radually into 

darker hear!wood 

No. 212 グイゾッグス
[)vsoλ-ylum arnoLd�um (Meliacc Cl ο) 

部汚しく会し '1 '火
Wood with bh陀'stained outcr part and 

dark center. 

Photo. 1 (つ汚) (Colltinucて1)
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No. 213 ノ f ラ Jレトカ Jレア吋ス

Pa叩γtocaゆ也君世間enos叫 s (Moraceae) 

辺 a 心材のiえ別が不明でタ周辺別式著しく 7守

変する
Heartwood not distinct and outer part 
severely blue白stained

No. 215 イエローハードウッド
Neonauclea maluensis (Rubiaceae) 

新鮮な乙の状態で Jま辺心材の墳は明~{，(である
が，乾いた材では不|珂阪になる

Heartwood and sapwood distinct in this 
fresh condition, the demarcation becom勾

ing rather indistinct later. 

No. 214 ブスプラム
凡!faranthes corymbosa (Rosaceae) 

辺 a 心j8の境l立 :1、 i河 111':1で濃色の中火部長もつ
Heartwood not sharply demarcated and 
with darker cen�al part. 

フン

Burckella macrOjりoda (Sapotaceae) 

偏心する
Wood with eccentric pith. 

Photo. 1 (つづき) (Continued) 



パツj アニコ←ーギニア付の力口 1'.的性質的C~Gjjn(オミ利用制経研究班〕 --39 一

No.217 ホワイトシワス
/lilanthus iniegrifolia (Sim辻rüubaceae)

辺'" J~、材の 1'6.別イ-..: iUl ぜ p 周辺郎が九一変する
Heartwood not distinct and outer part 
much blue-siained. 

No. 219 ハードセ Jレチス

Celtis luzollica (Ulmaceae) 

:iZ2 . 心討のl文 )J Ij耳、切で i守ZEは少ない

Hear�ood not distinct and little blue司

stained. 

No. 218 スヲ Jレクリ γ

S�rculia pαγki拍 S帥úi (Sterculiaじ色証的

脆心材が明除で， JIJ辺部l式市変ずる
Brittleheart dist�ct and outer part much 
bl 泣e-stained.

No. 220 ブf ラム p ト

γilex c叱/αssus (Verbenaceaにつ

結Ji:tî'そ j通じ縦みぞが定る
o゚le very fluted through the whole 

trunk , 

Phüto , 1 (つづき) (ι、ontinued)
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No. 221 ノ'{ )レサ

Ochroma 戸yramidale (Bombacac巴aε〉

材が軟らかいため，銃断面が平滑でない
Wood very 80ft and cut surface not 
smooth 

No. 223 チ{ク
Tectona grandis (Verbenaceae) 

j忍@心材の区別り]際だが， rl'心は色があせる
Heartwood distinct but central part 
discoJored 

No. 222 カメレレ

Eucalyψtus deglujうta (Myrtac日ae)

不規則fょ渓イ立の:!Jiが入る
明Tood with irre宮ul呂r dark streaks. 

No. 22'1 チーク
Tectona grandia (Verb 己 nace日 c)

I~引と;縦みぞがある

市\Tood fluteι 

Photo. 1 (つづき) (Continueめ



バブアニ二

五日

口

3[0 

え口

7L口

元口 未口

JL 口 ;に口

F'ig. 共 J孔の配分

AlJくに乳 tion 日f sample logs Ior cach test 

A: 父鈴木 JJ 立心 B: 投ノlく性笥強度。 C fiJ ，pj!1じ D; 化学的性質「木村成分穆

抽出成う} .. ~を[二)~ E: @M針。 F: G: H: 着。 I 注絞っ J :曲げ力11工。 K: 告J

ち。 L: 七め牧. lVI ノザーティグノiノぷート、 o N: ハ…ドボ… 。 0: セメソト[百

fr， j勾守九 p: ノ久レプイ~o Q :オ〈氏以ih~ 0 R : }j~~， tJ令ノ際汗 5: 以ィ子〔村長liくじ

A Interl珣ked graln, brittleheart, SJ:地 gravH:y) shrinkagιB 也、Water absorption , 

st:rength properties. C: Dccay durabH1ty , D; (ιên己f;;] C "J,Ul,t;'Ulle .t 

extractives; chemi日 discoloratiün). E: 記r可んìÌJ1 g ， F川l 弓 Drりyマi泌怠gι 泊a1口1叩 g. H: む1ぬロ山1叩rη19心

I の 恥lflτ口1 立g. J 奇羽寺γrood bendinf芦ミZγ E区 :N立Z幻1i七 L: Ply 

],ng) 立]U， it口19) 下f\'立/1: Paて t仕ic1eboa工口仁d 1γず九lakミ汀1訂ng ， N: Hardbo品目: Cement hardening 
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パプ f ニ t ギニア材の力I1工的性質(第自制) (水利用樹科研究班〕 --43 -

2. よぴ物理的性質

2 ‘ 1 脆iL'材

メ\目以 l引(1)

L 1 干、 Jm

払dl持内における交錯本主1\のあらわれjp f_こと 3 ぅ己主i川\近、の程度な/わす jléi t:H として完走大繊維交錯皮をmい

て， {供j比主ιti口試1

( ) 叫μ，t; 品験免 ノみ0~ム IL 

交錯t(忠弘!u ;，凶J 点検j 川)木取りプJ法. )1三状， ，11:1、および織+[-;<(1:(4皮の烈火力iよ;ふ tìíJ~îi3) "こシJ\ したとお

，ム也、

( 2 )結果

1) 繊社側斜「主ーの樹枠三千佳方 Itlj うよ ;{jJ

繊維傾斜度の悦から樹Jえにいたる半任 )j liiJω分布去すべての供 Ll\7いこ丸、 ζAえめ， _Fig ・ 3 Iご /J三ず。

NJi.W:rJl宕1 t支の札Jゲド1:1五}f I ÍlJ 分布は， !I-Jj一副総において {[I:i]体六会いとい1，)れていと')'1)。 したが，l ~C ， 

今 IC11 vコ以IJ)'C主主 ;1~はそのま主}叶利J のヰ特与白をを;刀、 1ししノ，ていると lはまいいがたい y丈カがト}いλ匂矛 川JG心、カか〉ら M必ωtよ打j上tJ以l

良皮:の変動のパタ丹…一ンはおよそ次のように分知工、きる。

出心から tMlえまで? 変動の波形3 振幅がほぼlúJ じ傾向在ノハずものは， ニー-ドニアウォ内 Jレナット

(201)，スポンジアス (202)，スリアネア (203)ァニ斗~ド、ニアノ\スウッド (204入 ランラン (216) ， ホ

ワイトシリス (217λ パ fレサ (221) )カメレ[ノ (222)ァチ F ク (22:1 ， 22,1) jJl あ:ずられるの *LI 士、l~g t.ii長でめ;

心プj，ら約 50;15 まと品W:傾斜[支 !J' ，人主く p それ以降は多少ともノj 、 3 くなるものとしてF ピメロデ I

L-1ン (205) およびガ寸ム F ト (220) があげられ， また二むにゆI皮(こ叫んくなるにつれと繊維傾斜度が，次第

に大きくなるものとして iよ，カンヅス (206) , リツヱア (207)，ブラックピーン (20紛争二斗ーギニアロ

~ズウット、 (209) ， アグライア (210入パシアィックメイプノレ (209)，ダイゾッグス (212) およびイエ

じト司ハ…ドウッドをあげることがむきる。その他のものy ステ Jレクリア (218入 ハード17.)レチス (219)

はこれらの I~<分のいずj Ll三も同さない:支肋をノメす。

(2) 交fril} ;l~ J1ì:lの大きさ

ヌ炉 ? 
ど i 一 〉て十'jJ I之まだ引かj した 、て，桁:ん!日]1こ試験n を;甲山;すく〉と 2 ぷ立す似の村 jiJllと繊維

0) li{( ネliC そ;仁川必らわれど)0 これを，立制1Iから凡で，悩{付'íll! と点、! 1_ ，;;ムー I .1J' 弓与ド:J了 I"J傾斜 (Z 兤[f 

1、いと/，とJう=ら{ I 卜 r 、の{りü! (S f泊料)ょに;え月lj l._., -ミ Jれぞれの川町史 )11 のなか， おと去の各段A11自ーの初

会議 J\，地利交鈴良:ょした。ま土，脆心H:[5を:添いた木部で松Ift\l民!な傾外パタ F ンそ /jくす組問で 3 比較的問

析ないくつかの )11 � ":(~について!日バj~ 求め，それらの、均値を、1':]"バU\i 交錯皮とした。

TabJe 3 1こ供試似体ごとの最大総統交皮と \!':EJ~倣対i 交皮を示す。また， 最大繊維交錯皮の出:[\'~頻

l交を 4.[ • T町二 I ーブリテン討について求めF その斎，'f!i!;を Fig ， 1，こぶ立。

今回供試した世jニコトブリテン包材 24 悩体について，政大íf，lw. il;W うと J:i~Il!が 1596 以卜のもの与を交鉛ン十二躍が

比較的小， 16'~30% を ;1 1， 31 ~<15% の i易合を大， 36必以上をきわめて大と区分すると次のようになる。

(1)木村市
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T旦ble 3. 交錯* ，1:堅度

D巴gre日 of in ter lock巴d grain 

樹 I重 Speci巴$
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ノ fプアニコーギユア村の力IIT的判 11: C討 6 宇佐) (米flJJTjtj町柑liH先頭。 -
F
川U

交鈴木恕がきわめて大きいものとしては，ブラックピーン (208) ， リツェア (207)，火としてカメレレ

(222入、二工ーギニアロ F ズ、ウ、ソド (209)，イエローハ~ドウッド (215) ， タイゾックス (212) ， lj1J. し

では，ノ f シブィックメイプJレ (211) ，ガラム企 卜 (220)，チ戸ク (223)，ハート、セノレチス (219)，スロア

才、ア (203) ，カンジス (206) ， /，"ラノレトカノレプス (213)多チーク (224) があげら lL る。 また /J\のもの

としては三，~ギニアウづレオッ 1" (204) ，ホワイトシリス (217λ アグライア (210)，ステノレクリア

(218)ァニ L ーギニアパスウッド (204入ビ》メ口アンドロン (205)，スポンジアス (202) がある。

*ニコ~ブリテン任付のなかには 9 沿っ;: 1JHít:',z j: I';度 iß 5096 以卜のものが存 (1 したがョ 今日i の1! ~ ，LA:村に

おいては i長た織y.jí交錯j支が 159;; 以卜のものが余供品本の 5 }fll泣くそ Iliめて t; り， 交 3Jf ホJ"五 t)~比較的ノト

さいものが多いり

スポンジアスとカメレレについて， }lI ~ j~~fニブリテン民主討を i七絞すると，ス)~ンジアス(1と 202)

心〉助Úl こは， +M幹半任ゐ IÎi]における f，\Híí 傾斜)Í[ω分布，政大秘話[交主(1;1支ともに， 1i 1ù 荷でほとんど先巽が;忍
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前回の供試個体 (17， 18, 19) と今回の供試個体とで共められなかった。カメレレについては，

jJÍÍ して歩繊維傾斜の振隔が悦から外方主でp かなり大きい。しかし，両摩地の供試イ日1体を悦から同じ

で比較すると，今l円!の供;点三十;の )5が前回のものより，振慣が大きい傾向が認められた。前回のカメレレは

天然水であるのに対い今|刊のそれは造バイてであり ， � 1:.長が速い乙とと?樹齢が;広い乙となどがそのl辰巳!

と 15 ヌら i1 る。

,r.,J 1(:，、!陀2,1. 2 

1 t1!i 断T!n 中 l乙 rljめる脆心付 i)I:!~23 樹種 24 f]r;i体につい』て多脆心材の横断面分布を明らかにするとともに，

分与号、|万本として求め p 脆心付の存在程度を比較したn

実験万 n~(1) 

』危心付 i'\[lの以ù克服試験日は， {!lj心牛士誌が上じ絞 IYJ少ない郎分から fb1i.をよE る直径)/1白H己採取した。!抱心J付市

の観察や脆心付界の決めかたは前1，~3) の ÌÆ， りである。

mA 

一
一


永
山
川

( 2 ) 

Table 1[にノ o全供 iÎ占;本について，イ共;ぶ\;l位の )L);'の筏p 脆心判断面の径および、 1:11店ネを求め2

今ブスプラム (214) の 0あからステJレクリア (218) のlO. 2労のfJú'if!f[ Iとあった。脆心材の面積率は，

[1'1 の説ニューブリテン民材では，脆心付'ì}ì)l)\比較的少ない(百店率で G76以トコ団体が会供試村の 8 割近

くを占めている。ちなみに，前QJ[の京ニューフリテン良付ではラエボジア (22)，エリマ (8λ カロブイ

Jレム(11)，タウン (26) など診脆)I~， lc~ の函TJt;::不/川上， 1引(1大きい (1596 以 L) ものがかなりあヮた。

生材含*'率および生材比重
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求めた。結果を Tabie 5 に示す。

生材合水率はp ハードセノiノチス

スロ

アネア (203) が 160% で設も大矢

く供ょにより汗しく兵なる。

(21のが 6196 で最もノJ\ さく，

Fig , 5 造村直後の止材合水$ーと乾燥試験

おける初月]合水率との関係

Relationship betw巴en moisture cont巴n(

in gr己en wood after bucking and initiaJ 
moisture content at kiln-drying test: 

;市材(1) (2) ホ
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生材容積当たり合水量はパJレサ (221) が 0.11 g/cm3 で最も小さく，ブラックピーンがな 62 gfcm3 で

最も )\. f<い。

材比重[土フラックピp ン， ランラン (216) がともに1. 19 で最もよきく 9 パノレサが O. 18 で設もノトさ

い。乙れらのうち，ニ.:1 ~ ドニアウォー jレナット (201) ，スロアネア (203) ， ピメロデンドロン (205) ，

ブラックビーン，ニコーギニアローズウッド (209)，アグライア (210)，イ工口一ハ pードウッド (215) ，

ランランP ガムラート (220) の I1 付比市は 1 より人;さく ， i:'完本である。

2.3 比重および収縮率

2.3.1 容店街l支数の半径コJJÎi] の変動

111 I~f'述大

容I~i\l，'度以の枠拡，'11)ザr T~l の出心力、ら外向にわたる変動を Fig.6 (ど示す c この辺によればs 各供J、ノトの

容積密度数は樹心から外周 lと向かつて大きくなるものがほとんどであるが，この傾向からはずれるものも

認められる。パラルトカルプス (213)，パルサ (221) のぞ手積符度数は樹心から外凡に JÎIJ かつて9 はじめ

減少してから増加する傾向そ示すほか， ブラックビーン (208)，チーク (224) はかなり複雑な変動を示

す。 また9 プスプラム (214) の容損保度数は樹心部で著しく低いがv その他のは部ではほぼ--j:E:値を示

す。 これら各供試木の樹Jむから周辺にわたる容積密度数の変動|隔を将積斜度数 50 k只fcm8 階に分けて次

ず
に
」

桔↑ )L". f;， りのオ日 ;1 宮~ (。ん)
Relative distancE' {rom pith 

Fiι5 容積密度数の水口半径方向の変動

Variation ()f bulk density from pith to bark 
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Table 6. 供試木べつの容積密度数句
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制心からの相対日巨椛 205ぢのi寸前?の将 f777向j主:数(Iし心と 80郊のそれ (1主80) 止の H~ (R以lこ示す。 なお，

よそりと1Rso) ぞ~. Table 5 1，(示すハこれによっても，

るごとがでさるの

l:~メロデンド口ン (205) ，カンジス (206) ，以下のもの:スポンジアス (/~02) ，変動隔が 50

ホワイトジリス (217) ，ノぜ ièノ tj- (221) っ

二ューギニアノぞスウッ F (201) , ネア (203) ，変動T~j;ちまち1~，100 kg!m3 のもの:スロ

ノf ラノレトカ Jレブ。スダイゾッタス (212入(207) ，ブラックピーン (208) ，ノf 、ノブィックメイアレ (211) , 

(213) ，イエローハードウッド (215)，カメレレ (222) 。

変動 111!\îが 101- ，，150 kg/m3 のもの:ガラムド→ト (22む)，チトク (223矛 224) 。3) 

プスプヲどう力 '1'日が 151 へ0200 kg!m3 のもの:ニ z ードニアロトズウッド (209)，アグライア (210) ，4) 

ラソラン (216入ノ\ードセ 7レチス (2] 9) 0 ラム (214)，

デ Jレクリア (218) 。変動 11I活力 ~ 201 kg/in;~ Jヌ r:のもの:ニューギニアウ九 Jレナット (201) ，

11" 野透夫?太田t'i 月
jお設および 1[又祈率2.8.2 

りであろの千i七'D.およ 'C}<;11又将守、くのづ長l土前線引のと

全てなi七市および収総(按~)弘半径， WIJi名方気杭(合水-~~ 1596 持)

向の含7J(~袈 1 タぷ当/こり平均収納ネ，気宇までの4立が!怒ョ全!以桁ヰく:t; c_正び宗務，全収評11率〉の平均値付こ

を， Table 6 {ご五三す~。ロ断面におけろ TITi積如実平均的，行てp:J句杭〉および続開

で全試ノドホ最も大きしノマノレどとの加堂平均位ばフゃスプラム (21，1)が 7憾

1)- (221) が切で殻も小ざいパ

く， ノぞ!\. ザ (221) ム (21 1)がづぺJt日ホ I1寸‘も大外科収納求。コろち，ミ寺内余!l文町三戸!土プスプ

スダンジアんどの木が 0， 40釘以下であど}が，矧IfTI付金収納本ば lまが 5 2クぷで畏も /1\ され。

クチ弓ツラン (216) , イてf. T1 ~ハ ドウヴ γ(215) , ニヌーギニニアパスウ yγ(20，1) ，λ(202) ， 

ヲーグ;土 2 オ供試太のうち1;f:が大きし他の l オミ 0.1796 とかなり小さ(22:i) ばとれより大きし、。

ヅアスの又~l'n率ばnrFr~~n の伏:~-Âノパと同様にきわめて大きかった。かペナこ。ぎた‘ スポ

夫目立右tW 
λ 

?生ア主吸2.4 

汲水言の半符方向の変動2.1.1 

ょう!と，ボ Il祈雨中のある ~ A1::: j}゚ '1' \1[から複数のご式数日を採攻 L，その乙 !肢 ;J(!唱は 2. 2 J買でj~Hl，

して?多くの間約口〕民合F エれは心付におけ1段次誌の \f}~1イjft さも〉てその伺休の l技 /j(塁土じてい

るあ

a 点、j;jc;r)境界そのものが

気乾Il寺;こは内恨川!と百円h いとくい向精が多く見られたハよって，とれらの樹極の試験jT採取筒所がどのよ

3 な政;J<.的ドJ 賀会もつ市{立であるかを知るためラむj むから内;互にわ 7ころ:本日商の

_'-チ伊 '，þ
/，_1/ 山 Pープ Ij テン慌のたf:: O) I-J=i Iとは心けのしかし雰今日のユ

る

こと lこし

Figo (.r示すような切断紋を設けた。との

試験 :1] i)~ 

試験片の大きさはp 軸方向 10 mmラ筏綜方向 30 mm  -C , 

村立i

( 1 ) 

木(11 



パブむずよ ドードニア村心力11 [(Ý:)↑空(iお 6 報) (ぷ利用品J 杓!'耐究明[) f� ~ 

込 !~i茎試験J'iを含水ノキ~ 12"_/139f; に一十

う した後 r J]<;WlL 2r) 土()司 ~QC，

ノド以下 50 mm  i こ，lll'HitJトとさ

た。|技点後， ü~Jちに切三沿って

汚い鉛 ε;I;IJ裂し p 料)↓j しをい乙'Æ

ftEをi:lliJ症したっ紅，とてに、めり

ト L ご玖;J( 与;は λ〈口 rflì とまざ r:l l1ü 0) 平

沖古川 Pilh

れりがよ?わミ J/こものむあるが， Fig. '7 /j< 験!lJ ! " 

ωノ分はj!< [i jいからのもので為る '1 鳴c"t piccc J り water 臙sorptioD te日仁

ω ぞ，使立 1'" オ Lllfîi I!)}J}:: お:とみは. f}þjJ< ーら誌は次式によノ

1 I U",l ( 

¥ 100 

ぷ W : ;] D!ji叶後の単位当 fこりの汲水長(ぷ/CIU2)

f仏 ;以ノド 3 時間後の合;juネ (9&)

P 

日 : 1投手; ， '[IJの収不(ブランクテヌトピ スよリ 516 ) 

γ。 五三段J主宇治 (g!cm 3)

ィi 式験片の ~ii~i ノケIiリの工'/: (l'lll) 

( 2) 粘よ!~

Fig. 8 ~，こ各 17th\; 木(}) ;本 11 の J行事に沿った吸/]<宣: (dW: 乞 /CTI12 ・ :) hrs) の必要 I を'7れした。

J:;, Fiヌ 8 11' で H と S で臨界を示したものは p 心ト!と;辺はの界が肉眼的 iこし司附 iと認められたも

の I，~': , ニーいーギニ了、~ , ' ルナット (201)，ス ;jë ンジアス (202) ， ;/ラソ夕、J ン (208) ，ニ pーギ二 r

は， ス (L09J ，ンィゾックス (212)ラフンヴ、/ (216) およびチ r ク (22:)) の 7 羽'9~jの(共pよ木がそ

オしに該当した r これらの供試ノト iよその、j J!l-C、|汲水 fE:がた変動するノfターン長二ゥれしたが， 11ft ーの例

タ}-(1 チーク (22:1) であ「た 心付 ζ 辺付の泣界が ~jlli<(:;1 ，;ζ不明被なものlζ，カンジス (206) ， アグライ

(210)，ノマブ f ノクメイプノレ (211) , イエイト→ドウッド (2F)) の 4 -lJ t試木がおり 3 モれらは吸

Fig.8 木口町 ω 吸水 ~t 変動ノマターン

?乱tterns of water absりrptiol] in cross 日8ctions ，
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へ
巾
日
比
例
m
z
υ
)
b
p

匂

arnold;anum z 12 

10 

E主

"'" OOE 1006 

002 
轄すI~
Piih 

0.02 
t自1 皮
Bark 

200 
相Il~ ^，うの距離

Distance from pith (mm) 

イヱロハドつりド
NeO.7/lljc!~a 斤ldiuenS ，'5 ~15 

Fig. 8 (つづき) (Continued) 



パプアニューギ二ーア材の加 Lílヲ tl一貫G'fí 6 報) (未利用樹極研タ己主n

L一一一一一一」一一一一一一←一一一一」一一一一」一一一一一一-"0.06
品j皮
8ark 

m 

￡ 

~ 

町生
U 

ミー| 日+一ーィ___J ~~ 

~，0181-

lノス

integtiIo/ici 2..' つ

Fig. 8 (つつき) (C�tinucd) 

--63 -

E 

" 
長ξ

む 181 一一一一 一三:J 18

予ワ

Iεctona 弓rdndiS 223 
円
〉
ハ

U

3
b
d
t
)
 

101/, 

)
 

(
 

1
 

]

民 0.06

002 
4射j日
Pith )釘/じかうの ~ê 曹[ Bark 

Distance from pith (mrn) 

7K最が津rrt討するものにほぼ )çjjij されたが， γ グライア (210) のように，主主Ifi:JiLI \'(たないもの仏 パシ

ブィ y クメイ /1レ (211) のよコ;三人のた:1-') ~こ変動がはっさりしないもりもあ〉て E 全体lこ|段以 51ω

j設な変動は少ないグノレー/りであった。

一方，水口閉会:体が淡色を呈しF 心付。 JZl付の議月Ijが附郊なものは， スロアネア (203)，ニコーニドニア

ノミスウッド (204入 ピメロテ、ンドロン (205) ， リツェア (207)，ノ f ラ Jレトカ Jレフス (213) ，ホワイト Jジリ

ス (217) , ステノレクリア (218)，ハードセノレチス (219) ，ノミ yレサ (221) およびカメレレ (222) などの 10

極知の#むよ木であったり

れらのうち芳 ス f:l -"r ネア (203) は心付・辺材のtj~Wが明瞭なタイソ!と ri ，]憾の l及 'J<ノ"タースを ;J ， I 〆?

吸 1j'( l iI ω じで心稲辺ω境界が削除 lこ (jギi した c なお，ハ φ ト、セ jレナス (219) はわ;j lL，、から)，'.j í立に [rjJ カ A ハて

l汲 IJ<.誌が減少する Iljj."" .(l)例ごあったその{也事余 :J 1投;J< J設が失望VJ しないもの、;(_きくJi/UJll :Jるものなど，

とのや動をノJ、さないものがこのグノレープにま3 く見られたの

ともあ 11 ， Fig. 8 の五~f*から，悩心から半伎の 1/3 と 2/3 の問の gH位の l肢 Ij'(辺はほぼ:ムシとしたいそぶ

すことが分かった。よってヲスロアネア (203) のように辺@心材の境界がζ の組問にくる場介を除けば，

íQ ・ lL，、材にかかわりなくこの純聞の l放水量を供正式不での代表1lÓ としてJij いてもさしっかえないことが俗説

された。



。、

門
技ゴ

=ーノK

1有Tater abs�ption 

てぢつ2
ごと吋〉IjZ ぷ今、

L斗

!以Table 7. 

気投比三E日
山
川

i
 

32 
19~3< 

雲
仙W
2
滋
邸
主
将
薬
品
平

7事
?1ﾌ'-• .._,8 :3 

46 
L1"， 5~-A7 

Mo�ture content 

(あ〉

Speci五C
ln alr 

ウォーノレナット 1l.67 201 
1O.  62~<J69 

Species 

39 
34~~46 ~03) 

11. 6 
11. 3へ~1 • . 

152 
135~169 

56 
54 ,- --.._.-éC 

432 
39/~ ，167 

1 . 
1 1. 6~~12 ， 2 

12. 7 
↓1. 2へJ ム 3.7

富 .3 自
O. 3é~O. 

Jょ~02

2G3 

スポンジアス
s戸ondias dμlcis 

マ
J 

ニコーギニアパス
Endosjうerm担問

目
前
日
ゆ
ゆ
♂

4B 
1. 08~，-，:~ぺ lコ

i 自3
92へ~113 

告書
己 3へ

35 
72~ge 

-
J
G

ノ

一

D
-
J

特
~
科
ヘ

一
」
ヘ
〉
《

U

つ
パV

一

F
d
u

130 
ム ;0~i3と

1 君5
65c~ ヌ2フ

1 自 2
98r'~j L 11 

53 
45，-~，正之

122 
07 ，---____1 む

421 
3 .:1: 6~51 

17君
tó~21 ァ

11. 9 
11 , 3r~12 ， 5 

12 , 5 

201 

206 

31 
30~32 

38 ，-~_'l15 

12富
l05~13S 

61l 
~)2~ウヲ

112 
48---..ノ 192

11. 
10. 8~! 3 

4題
39 ,--..._. 4CJ 

腕
90~l02 

1 1 
11. 6.~ 13.2 

12.6 
6~-----ロヲ

12. 1 
11. 6へ/13 ， 8

ノ fシフィック
Amoora 

ックス
arnoldia抑制



12.3 
1 •. 7 〆 9

1).43 
ヲ

? 1 ， ~3 
ノ f ラノレトカノレプス
Paγaγtocαγ争us veγzeno詰ltS

1 う}_，

coryJi孔，bosa
12. 自

11.7c~12.2 
21 

、
ム
サV
\
J
」
(

7

吹
い
刊
芝
日
)
註
一
「
6
3ニυ同
(
山
口
岱
詮
)
(
討
を
」
豆
一
世
宗
主

4三
亡

51 

59 

78 
1γ5-'-ノ

50事

8軽24 
1 8'---J 1_ 三?

406 
38Sへ

君.4自
コヲヘ~O

0. 6霊
了J.

57 

66 
凸り戸、

141 
￡己

1 事5

174 
L')6へ心ご

1 .雪
ケへ

12. 
1 .己八九 2.

13. 君
11 日 ~..l 〆. . 

11. 7 
11.0Cj 千三 .9

0.71 
U. 己

自 .16
6 i3色_，1"1

11.40 
l 、 38~1コ

21:' 

216 

書 3
85.下

� 1 S 445 

スラルヲ
Steγculia 

l' 戸『

Celtis 

ガラム
Vitex co!;α SSUS 

31 

22，、

ノ"レサ
Ochroma 戸yrαmida!e

母語

41 

42 
メ

鎚
己5へ一三

113 
6í',---,_'1 

144 

12 時

1 .1 

221 

刀メレ~

EucalYlう tus deglzψla 

ー ノケ
ノ

grandis 

Mean of three to fiγe test spec匤ens 
Minimum val出

Maximun value 

))>
マ

i
n
L
q
a

3 "'.. 5 

長小
ート
ノ\

)])
マ
」
ワ

μ

っ
、υ

v. 
C-t 
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2.4.2 I投/比量

( 1 )試験 )J rj:; 

試i"1iま各 lJt;試木のtM心から半径のほぼ 1/3 と 2/3 の t'JJ司!とはさまれた部分より版取し，天然乾燥:を1 ト勺

た淡， 30X30XI0� (~./;凶f:)Jinj) m111 の二)íまさ(柾) I汰験ji をfド製した。 その他~試験方法，丁c l!n'{など

は白íj桜3) のJlS Z 2104 と間後である。

(2) 試験結果

Table 7 Iこ今|日!の凶ニムープリテン産材の試験結果を示す。

単位面積当たりの放水量は W?，)丞，水 1] !Ifj，板門 lfjj，まさ HUllの子でたきいが9 ニコードニアパスウ

ッド (204) では例外的にまさ自国の 1汲水量が彼自 1mよりも大きか-，た。

なお，今iiJj も， I試験!i 作製11キに子fZE闘におかされたものがあり，とくに町若だ"たのはピメ口デンドロ

ン (205) ，ノ f ラ jレトカノレプス (213) ， ステノレクリア (218入 スポンジアス (202) であったu その他;こも 9

ニューギニアパスウッド (204). カンジス (206) ，ホワイトシリス (217) は育支|剥 Jとおかされていたりこ

れらの樹砲は，カンジス (206) を iぷき p すべて;たさな l政;]<盈を示したが，それ以外ではリツ「ア (207) , 

グイゾックス (212) が大きい以ぷ主:今をぶした。

Tablc 8. 強度

R巴s1，1lts of 

J
 

此
何
い
凶

メJ
♂ fl 

113 

Species Lo~ 
n 1,1 mber' 

古'(f 川 Uli げ

泊げヤング係数 比例 I:k 皮
Eb σp 

(103 kgfcm2) (kg!cm2) 

極

ニ L~ ギニアウオ '-/l.-} ッ i

Draco月tomelon 戸uberulum

13.5 

O. 67 13.0")4.0 

653 

震 .38 13 白羽スポンジアス

51う0抑dias dulcis 
2()2 

0 ， 36.'ノ0.10; 0."l:J.0 

スロア不ア

510anea i1Z sulaγ!S 

事 2 ， B 
203 

33. 8へ 96 ， 1，

ニューギニアパスウッド 0.43 13 , 5 95 島

13.0-u I3.:コ 80 , 6ヘ" 16 

2.5 132 

12. つ ''''-.--13. U 1:2]ハ， 1.j8

131 

117,,,, 48 

13 , 5 113 

13. へ.13. ;) 

13，事

12.5.~13.0 80 , 0~.10o 

204 
Endoψermum moluc仰 i 0.41).. 0 悶 48

ピメロテ、ンドロン 日自7

日間elod印dron amboinicum 1)，己9

カソジス

Gαγcinia latissima 
206 

目。 74

20ウ
日， 52 ーフ

ノツ よ，

Litsea iγi耳目的zsis O. 50八，0.5 ;J

プラックどーン

Casta抗osむeγ下悼u~世 austγale 

492 

"36.,,568 

410 

30/; ~-'_J :504 

5事5

b09~，-， 673 

629 

605 ，'.~711 

ヰ15

435".538 

536 

,A;?U---v 57'/ 
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3. 強度的性質

111 )1. _;[':C]' 

日本:C;'{)IÎ. 院にし/二がって， :1!nr){}IHj(j" 試験(JIS Z 2113) と， 桂r:唆 IJJI げ試験(JIS Z 2116) を行な〉

ト，

( 1 )試験 )j

前半~，jj とぷf~角 )J/1 /，:.I::.RJ1]した c

(2) *h ;.f~ 

山!後11をU:~ 'fl，合*本!とにも\，;:::) i~J ら i i. たれ11 県を TabJ巴 8 lこノ示した c なお同友に 1111 1)、破壊係紋をlLLGで

除した)巴rlT(\"ì ， j !f- j げ {yu衷係紋を ilヨヤング係数で除し fご flf1，市(ij撃 rlu げ|紋t<: 仁ネノレギ r ーを， ItiJíの 2 采で|注

した{山そも付記した。

{せられた対日~<t. jl/.j:-rr_~ す J 川ふつぎのよコワあるけ

1) 供付朴 Ul ぷ総1I!，lt'Jf lお ノ fノしサ (221) の O. 12 から 9 ブスソ}ラム (214) !}l 1 伊o'lの 1む凶にあ J

にこ r

;;) ρ:よ!放 11 、'jl t， むと i:lilずヤング係 ilfl'] G~l坂店、ええとの， IUiこはヲ モイ i ぞ1 レド 19. q 三 Fii乙 10 九三した J

j決れ rn 
.，、、

mεchanical tests 

Static )Jendin自

[111 げ l泌さ l 

σb 

(kg!cm2) 

1 ，司自5

860". 

526 
;1, I:~ ，-，-/~、 qq

751 

じ

量的

1'"'ぐ 1. 、/'! 人
、丸、 " U 

σ [1/ σb 

o 65 
08''',-"0. /El 

0.59 

0.υ 1... 1) .64 

哲 .66

自岨 63

O. 仏心/

1 司君自 3 日 59

891 ヘ， O <i ~j 50へ心. 6~J 

1，日 60

98~"-..__' 1 J j 71 

189 日書1

?JO，~j[J:l ß 50へ.0.66

自自3 1J.S7 

も ι?/.~9 も3 O. S9八 O. 75 

(1) 木材利用部

σ σ'ö!E 
(k (10 2) 

15. S O. 89 

15.1 〆 ..18. 。 o. d:j ，-~ "0. 94 

13. S 。盟百

13.0... 11;.ヲ (). 6~i ~.Ü. 12 

14.6 0.81 

16. ﾜ. 74 ,--, .--0. 86 

4. 9 O. 67 

1 り物心 7υ

15 語 自. 76 

L3. 1:::1.4 0.64〆 .0.8 つ

14.3 題 .81

lJ。ヌ.? O. 18 ヘ 0.8 ，1

15. 自 E 目 7 自

14. :î. ，ノム .5. 5 O. 65へJ0.76

12.1 自 87

9.1'..1 正 ο り3

。!狭山げ lmpact bcncling 

11. 52 

0.40"、口. 65 

自司 36

0.31 
。 ,,6 

自 ι48

O. 仏む l

自 71

O. tJ 8~ ，，-，C). 90 

O. 75 

O. 凸 81

自 .65

5l 八.1).78

。/r'/J.，2

1.3 

L 1 .6 

2.4 
つハ〆、♂〆ミ(
」ι'. U U."  

1.2 

8 1.:3 

2. 6 

1.6 
1. ;, ,,2. 1 

1.4 

1. [",,1. 6 

2.2 

J.8 、 6

。 36 0. 自

0.21..0.42 0.6 ノ1. 0
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Table 8, (つづき) (Continued) 

前[丸山げ

比例限度|
σ F 

(kg!cm2) 

782 

凸97~916

よじ 宝:合水之容
羽i モノ爪小口いコ I ,. _ _ . r 

spccies l Mg  ト :豆諸 [ マ;出r lI嗣げ Tι
Inum門 ωI (附)i リkg!cm2)

ニュー二、ニアローズウヴド 11.70 11. 5 11 雪
209 ! 

Pter…rþus inザ竺 I O. 63~O. 川 j 1. Cí~.イ o I 104へ三人

アグライ" 居。 811 14.5 181 
210 

Aglaia litoralis O. 19 8ヌ 1'\.5---14 ， :3 1~5"-'1 1l 

自. 51 15. il 

O. 48~ ，O. 54 14. 5~.15. 0 

J
 

門
付
一

ノ f シアィックメイブツレ

Amoora cucullata 

タ守イソ守ックス

ρ'ysoxylum arnoldianum 

15. 0 

14 , 5.~15. 5 

ノ f ラ Jレトカ Jレプス

Paγαγtocaγpus 匂芭坑邑nosus

ブ 7、ブP ラム

Maranthes cory宵zbosa

イエローノ\ードウッド

Neo問視clea 叩αluensis

214 

ラソラソ

Bu:γckella macγo争oda

ホワイトシリス

Ailanthus integrifolia 

ステルクリア
21[l 

St附託liα 抑出nsonii

ハードセルチス l 

9 
Celtis luzonù:α 

115 

102 ヘ .1211

144 

117 〆 .160

プf ラム

γitex co fassus 

パ ノレ サ

ο品川ma ρyramùl，αル

カメレレ

Eucaly�ius degluρla 

2三 o

13. 自

12. へ.13. [) 

14. 陸 1

IJ トl ♂〔)1

13 ，自

J ;J., 0'...14 白 5

手ーヴ

Teιfo:杭a f[γ乱世dís

!l.68 

O. 62'-'--(). 76 

白 12
つ

け， 10..[). 13 I 

話 43

0.41 〆 '--'0. :1-~) 
72) 

13.5 

13.5へつ 3.5

14.7 

1 L 8〆 16 ，日

77.2 

6~ .ヌ日!. ;; 

富島 3 

81. [)へ.113



ノ"二{. --アバω加仁川色白t (対，; (ﾌ}U) (オユjm づ己主!E) 一一一 6ヲ ー

Static lx工ldin日

1 砲 474

1. l , 

164 

69己

681 
;-)8 ，s"，-自

1, 632 
;, :3日，日

自習 3

) 1 :Jハ1

1, 226 
1, ;, 'IJ 9 (_) 

632 

自詰

自.詰3

l 詰 4

1/ , 1 C 告 f

5.!! 

o 6語 1 0 

七ヘパ)

1l.61 

13 , 7 

~) 

自

cl ，凸~ : _I. li, 

IJ. 5 君

日 13 , 4 55語

斗己:)' '_ﾎ. (" J 人心ワ ο 

1. 275 

1 ア自34

11 自

()C).~} ~ 1 

612 

, 017 
ヘ--， 1 ::1シ

自 76

7"Sへ l ァ

自 62

軽量S

自 .131

自， 6語

('1 喝

駘l 

18. 詰

1 人 iÎ

" () 

15 , 2 

9.5 
1 つり

14.2 

1 1, 9 ，、 c) ， ' 

1 也君

L1_ _ 6 

16.2 

σ!J，iE 
(j!l 2) 

t1h 11さ il:j げ lmpaιt bcndin記

a! γJ 

0.56 
/〆 é 日

。 85

正アー oパ

0.19 0.4詩 i 宮

、)何日 :J '13 .0.行、つ

悶 74

IU1 

自号 74

IJ B2 

1.114 

思. 99 
94f)()己

0.32 1.5 

へりペ ;.4ρ~l 7 

0. 3ヰ1.8

0こ、 I

51 14 

1.: 1. 日心 1, ]"， 1 ，尽

0, 72 1, 

正フ]

O. 君事 1 7 

ハん'l. 1 ] 

(1. 6君 3. 商

1. 

自 58 1.3 
パ .1. J 

自 .43 .5 

3 守，.~ワ しり〆)人 1

Noteほ〕 The value given in the upper 1in合 is the rnean. Below H -1s 宮iven t:he range 

: IVlod1l1us of el'1うはicity (Yoυ 、(J 'S modnh;:日)

υp : Stress '1t proportional limit 

イJl) : Modulus of rupture 

a : Ahsorbed energy in impact bendin長
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1∞ 

20 

。

う lむほほ前線的な関係が認められる。

アグライア (210) ，形賀商の 1r広をみると，他の樹躍と比較して，パノレサ (221) の 9.5km が低く，3) 

ハードセノレチス (219) が，それぞれ 18.4 ， 18.6 km とやや高い値を示した。

ニュ{キ「ニアノ fスウッド (204) の O. 67 i t!JIず{政法:係数をヤングi系設で除した値 (MORjMOE) ;土手ど1)

X 10- 2 からチーク (223) の1. 04X10 2 の組問にあった。

ブスプラム (214) の1. 51 までの範Oflパノレサ (221) の 0.063 から，待ijlヂ illl げ|投ムlX.エネルギーは?

5.0 と I日jい

(直を示したほかは，ブラックピーン (208) の 0.8 から，カメレレ (222) の 3.0 の ílii\ 聞を示した。

にあった。衝撃的げ政収エネノレギーを比IRの 2 粂で除した1[1'{ (ajrU2) は p パノレサ (221) が3



パア♂アニューギニア材の加工的性質問~ 6 報) (才、平IjJtl樹荷研究班〉 -71-

4包耐朽性

4包 1 比較鮒朽性

絵師 R百四郎(1)

間ユューブリテン Jm.+~ についてョ JIS Z 2119~1958 í木村の耐f'.î'I'l，\式験ブJ法j による耐朽'HJ式敬をおこな

っ 7こ O

( 1 )試験方法

lÌÍJ報3) と同総lと供;[1'\(えは寸法 2 X 2 >< 2 cm の立方体で，辺1'70，心付の aiNJjJJ凶離な材を含めて，丸太の

外 J;'J から 2~3cm の部分〈以下周辺部とよるぷ〉と， 仰心から半径約 60% の )'~jS分〈以下心部とよぷ)か

ら採取した。供試体は周辺部，心部とも各供 IÎ:式蔚について 9 悩ずつ伎JcIJ した。供試菌は標準i忍禄オオウズ

ラタケs カワラタケのほかにヒイロタケを追加し歩合計 3 種の腐朽蔚を使用して菌ごとの重量減少率を求

めた。なお，供;式体ですで lと I有の佼入をうけ，青変のみられた樹碩は，周辺部マはニコーギニアウォー Jレ

ナット (201) ，スポンジアス (202) ，ス口アネア (203)ラユューギニアパスウッド (204) ，ピメロデンドロ

ン (205) 多 リツェア (207) ，ブラックピh ン (208)，ニコーギニアロ F ズウッド (209)，パラノレトカノレプス

(213) ，ホワイトシワス (217入ステノレクリア (218)，ハート、セルチス (219)，ガラムート (220) ，ノfノレ

サ (221) であり，また， ;L!\郎ではニコ{ギニアパスウット司，ステjレタ 1) ア， リツェア，パjレサであったc

とれらの供試体については，あらかじめ 1200C， 30 分間で殺菌したのち:式験に供したの

( 2) "式 E完結巣

試験結果を Tabl記 9 ?と示す。

心郊において兎量減少の少ない樹極はニヱーギニアウオールナット (201)，カンジス (206) ，ブラック

ピーン (208)倉ニューギニアローズウッド (209)，アグライア (210)，イエローハードウッド (215)，ラ

ンラン (216)，ガラムート (22のである。チークについては去にみられるように，結果にパラツキが大

きく， 1;主主主減少のない供試伐材， 3 15 個あり，オオウズラタケで 15. 1%, 16. 151ム カワラタケ

で 18.496 ， 18.7% という高い重量減少率を示した供試体もあり p あきらかに悩杓を示している。従来の

チ，タの結果11)ではまったく重量減少を示さなかったのに比べて千四はとのようにあきらかに腐朽が認

められ，特異な結果を示した。この班出については，芳齢の造林木によるものかどうか， 1 í肉体のみの結

果では判断しがたく，今後検討を要する。重量減少の大きいtH葎はスポンジアス (202)，ニューギニアパ

スウッド (204) ， 1) ツュア (207) ， ノf ラノレトカ Jレプス (213) , ステルクリア (218) , ハ F ドセノレチス

(219)，パルサ (221) であった。

4.2 加圧注入性

)1: 1:待1(2)

本実験は供;え体lご常j誌の 7Jえを・加JHt人し3 その吸収誌を木村 口13 ~I!\たりに換算し，吸収量の多少により

注入の難易注を調べたものである c

( 1 )試験方法

供試体は 3 x 3 x60 cm の大きさで 1 樹寂周辺g:15 "心部とも 471-:ずっとし， I(Ul 朽引の供iぷ体と同じ救の

(1) (2) 木村和IHl t.ß
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Table 9。府朽による重量減少率

Percentage of weight 1088 cau8ed by d巴cay

供試菌 樹
重量減少率の

積 範囲

WREaignhgt e of 
Te8t fungi Sp巴cies !引nUmDer! i~~Il~ i dry (%) (%) 

オオウメ、ラタケ| ニューギニアウォーノレナット S 6.9 3.7~ 8.6 
Dγac側tomelo:抗争ubeγUli也叩 H 0.56 1.3 O. 7~ 1.6 

スポンジアス 202 S 0.34 42.8 36. 1~5J. 0 
sj台ondias dulcis H 。.38 33. 7 25. 6~46. 1 

スロアネア 203 S 0.48 8.9 5.6~14.6 
Sloα抗￠αi乱sulαγis 日 0.45 13.0 8.6へ，20.0

ニューギニアノマスウッド
204 S 0.49 35. 1 30. 1~4 1. 3 

E抗doψeγ咋!u悦骨wluccanum H 0.43 ! 31.3 21. 7，~38. 5 

ピメロデF ンドロン
205 S 0.61 23.0 17.8~3ü.2 

Pimelodendron amboinicum H 0.68 16.5 13.3~20.6 

カ ン ジ ス 206 S 
Garcinia latissima H 0.76 2.3 1. 7~ 3.3 

ア 207 S 0.50 34. 5 1 呂田 4~45. 5 
Litse品 日 0.48 24.4 13.5~30. 5 

ブラックビーン 208 S 0.60 23.4 20.2~27.0 

Castanos戸ermum aust叩le H 0.68 2.4 1. 9~ 3.9 

ニューキ、ニアローズウッド
209 S 0.67 21. 6 14.4~38.9 

Pteγocarp拡s i弛dicus H 0.67 。 。

アグラ イ ア 210 S O. 79 9.2 5. 1 へJ13. 1 
Aglaia litoγalis 日 0.82 0.5 。~ 1. 6 

ノ f シフィックメイフ。ノレ
211 S 0.58 1.4 0.6ハ~ 2.5 

Amoora cucullata H 0.52 4. 7 0.8~ ヲ.3

ダイゾックス
212 S 0.53 1.0 。~ 3.1 

Dysoxヲl祉制 αγ礼oldim机u叩 H 0.43 2. 6 1. 6へ， 3.5 

ノ f ラ Jレトカノレア。ス
213 S 0.51 27.6 12.5へ-37. 日

Parartocarpus venenosus 日 0.41 17.0 4.8八ノ24.7

スア。ラ iλ 
214 

S 1. 02 6.3 3. 7~ 7.9 
cory例bosa H 1. 03 8.0 6. 6~ 1O. 0 

215 S 0.71 5.8 1. 7~ 9.5 
H 0.66 1.8 。~ 3.8 

フ ン ブ ン
216 S 0.74 1.4 1.0~ 2.0 

Burckellα 時wcγψod.品 H 0.65 3 固 B 2. 7~ 5.4 

ホワイトシリス
217 S 0.42 30固 8 22.2~37.4 

integγifolia E 0.3ヲ 13 園 3 8. 1~2 1. 1 

クリア 218 I S 0.46 34.5 27.4へ，45. 1 
0.37 20.9 13.9~25.8 

/, ーー
219 三当 I 0.72 34.2 30.3~40.2 

Celtis 日 0.65 33.0 29.2~37.2 

フ ムー
220 S 0.67 5.8 3.6~ 8.6 

cofiιss筏S 狂 O. も G 0.3 。八~ L 1 

ノて ノレ
221 S O. 15 37.9 15.3へ~52. 2 

Ochγoma H 0.10 37 園 9 2'1. 7~49.3 

222 S 0.43 8. 7 2.?~14.2 

0.45 11. 2 3.4~14.4 

0.67 。 。

0.51 5.0 0~16. 1 
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重量減少率の
範悶

Range of 
weight loss 
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Tabl巴 9.
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26. 6~<J4. 7 
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19. 3.~ヌ3.1
4.1~1 1. 8 
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15.7. v2ó 岨 5
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2.0 

3 1, 1 
24.1 

21. 5 
8.0 
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13.1 
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0.37 
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0.45 
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0.43 
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0.67 

03へ. 1. 9 
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。~ 2. 7 

20. 7~27.8 
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0へ-' 1 ~ 

7.6.~1 1. 2 
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15 時 0~29. 1 
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11, 5~17. 9 
13. 6~20. 5 

22. 6~.30. 5 
20. 8.~28. 4 

2 1，三.~25. 4 
18.5.~26.0 
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ニューギニアウォーJレナット
Draco味。慌e/o:抗争ube:γul:札制

スポンジアス
S台。抗dias dulcis 

スロアネア
Sloa孔ea

ニ 1 ーギニアパス
Endosμγγnum 

ピメロデンドロン
Pimelode抗dγ叩 8宵zboi刻印符1

tJ ソゾス
Gaγciniα latissiJi況呂

7 

カワラタケ

Coriolus 
versicolor 

205 

206 

207 

2m3 

210 

211 

2¥2 

213 

214 

220 

222 

215 

216 

217 

218 

219 

ヌヌ3

209 

221 

ラックヒーン
austγale 

ニューギご『アローズウソド
Pte:γocaγpus i:坑dicus

ライア
litoralis 

パジフィックメイプJレ
A時'100γ且

ダベヅヴウス
Dysoxylu:γn aγγloldia:汎祉協

ノf ラノレトカ jレフロス
P.αγ4γtocwγ争協S 官巴nenosus

スアラム
coηγnbos.α 

イエローハードウッド
Neonauclea J:混乱luensis

ランラン
B也γckella macγゆoda

ホワイトシリス
Ail側thus integγifolia 

ステノレクリア
Ste:γculia paγki抗50叫zz

セノレチスノ、

Celt﨎 

ガラム
Vitex cofassus 

ノて ノレ サ

Ochroma pyramidale 

カメレレ
Eucalyptus deglupta 

チーク
Tecfo時a grandis 

ト
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Table 9. (つづき) (Continued) 

供試菌 樹 1主
原小企ぢ 重量減 I 重量減少率の

少率 範囲

Test fungi Sp記cies Lctfsp昨 r|l慨 lM
noerl imens dry I (%) I (%) 

ヒイロタケ ニコーギニアウ 201 S 0.67 

Pyc抑oporus
DγαE凹ztomelon H 0.55 1.3 1. 0へ~ 1. 6 

cocclneus スポンジ ス 202 S 0.34 39.4 35.6~46.9 

Spo咋dias 日 0.38 29.3 26.8へ...35.3

スロアネア
203 S 0.48 29.8 25. 1~32.5 

Sloanea insularis H 0.45 4.6 O. 7~ 1O. 9 

ニューギニアパスウッド
204 S 0.48 21. 9 18. 9~25.8 

Endospermum moluccanum H 0.44 24.3 19. 1~29. 0 

ピメロテ『ンドロン
205 S 0.61 20.5 17.2~27.4 

Pi附elode刊dro目的nboinicum H 0.67 5.5 2.3へ>10.3

カ ン
206 S 

Gaγci:耳切 日 0.75 。圃 9 O. 6~ 1.4 

ツェ ア 207 S 0.50 24.1 10.3~32.2 
Litsea iγia:抗E泣旦is 日 0.47 27.1 25. へ，28固 5

ブラックピーン
208 S 0.61 16.6 7. 7~23. 己

Casta況ospermu符2 a也stγale H 0.67 1.4 0.7へ， 1. 6 

ニューギニアローズウッド 209 S 0.67 12.2 10 骨 2~14. 6 
Pteγocarpus indicus 日 0.66 0.1 。~ 0.3 

アグラ イ ア 210 S 0.77 1 L 1 9.2~13.0 

Aglαi品 litoγalis H 0.80 。 。

ノ f シフィックメイア。jレ
211 S 0.58 2. 1 0.5-~ 4 胴 3

Amoora cucullata H 0.51 。 。

ダイゾックス 212 S 0.54 25.4 19.3~2ヲ.4

Dysoxylum arnoldianum 日 0.41 1.6 0.9~ 2.4 

ノ f ラルトカルプス
213 S 0.51 19, 1 14.7へ，23.6

Paγaγtocaγp怯S 唱巴杭e抗osus E 0.41 24. 1 10.2~33.9 

フスフ。ラ iλ 
214 S 1. 01 4.3 3.6~ 5.4 

Maγα抗thes coη押zbosa 日 1. 03 6.6 4.6~ 8,2 

イエローハ ド フ、

215 
S 0.71 4.5 2.2~ 5,8 

Neonauclea H 0,66 O. 6 O. 1~ 0.9 

ブ ン フ ン
216 S 0.73 6.1 2. 1~、， 8.3 

Buγckella macγopoda 日 0.65 。 。

ホワイトシリス 217 S 0.42 20.3 16.9~25.2 

Ailanthus integrifolia H 0.39 14.7 12.3八J19.6

ステノレク ア 218 
S 0.46 34. 1 32. 1~36.3 

Steγculi且 日 0.37 41. 8 37.2~44.0 

ノ、 ドセ Jレチス
219 

S O. 72 26.7 20.2~33.6 

C芭Uis 1:日zo抗!C且 H 0.64 48. 1 43.8へ'50.4

ガラ ムー ト 220 S 0.67 4.0 2.0~ 5.6 
Vitex cofassus I-I 0.59 。 。

ノて ;lノ サ 221 S 0.15 24.4 20. 1 へ032.8

Ochroma pyramidale H 0.10 14,5 5.6~24. 7 

カ メ レ レ 222 S 0.42 34.2 27.6~39.6 

Eucaly戸tus degluρta 日 O. 43 17.7 14. 1~22. 2 

チ ク 223 
S 0.66 9.2 3.9~16.6 

Tect加国主γα抗dis H 0.55 3.2 。へ， 8.4 

注) * S 丸太の外苅から 2~3cmの位置(周辺郎)の試料
百:樹心からの相対~t;附約60%の {{LiLì: (心部〉の試料

Notes) * S ・ Specimens taken at the part which are 2-3cm ﾎrom bark. 
H : Specimens taken at the parts about two thirds of radius apart from pith. 
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Table 10. JJll 日~ 5:!1 J'fl. i土ーによる江戸 J\. ~kt 

R己tentions by pressure tre乱ting method 
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11 
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/¥. 
RetむなlÌon
(kg/nl3) 
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22 
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E況dospermz砕流 mol日cc昌也祝制

ピメロ 5' ンドロン

日開elod開針。ね amboi托

203 

でず ア ス

Ho狩zalium foetidurn 

s
u

一S
H
-
8

日

カロフィ Jレム

Calo)うhyllum vexαn5 

カンジス

Gαrcinia latissima 

マソイア

Cryρtocarya masso_y 

; ; 
11 

も

7 

ハl
v 

s
n

一
S
H

一

S
H

o 
O, JI 

0.:)1 

(). 41 
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241 80. .413 
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2�7 2己 J"u?91

508 4J8.~57 ↓ 

2 器 6 235cv291 

447 41 Aへ~467

241 182" , 367 

438 386~469 

446 248へ 547

610 白白_--，--， 6';:ヌ

283 222'~348 

O. S) 526 460'~S4 9 

ﾜ. 43 ノ 48

0.48 535 7へ.-540

O. コ 19 印，~l07

642 

627 己05c• ， 641

5211 己

4事ヰ 460r - ,'I, ('9 
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Table 10. (つづき) (Continued) 

樹種

Species 

リツェア

Litsea iγia抗 E抗sis

フ。ラックピーン

Castanosρermu狩l australe 

ク イ プ

I札fsi品 bij鵠ga

ニューギ、ニアローズウッド

PteγocarPi也s i:机diι札S

林業試験場研究報告務 299 号

209 
H 

注入量
Retention 
(kgjm3) 

51自 518~日9

508へ--556

O. 68 

361~487 

27 24~ 30 

O. 75 451 388~485 

0 , 78 44 33~ 48 

067l43n~181  

O. 79 327 293~350 アグライア

Aglaia litoγalis 

ノ f シフィックメイフ。ノレ

Amoora cucullata 

Dysoxylum arnoldianu押1

タA イソaγ クス

Dysoxylum gatもdichaudia:乱杭叩

アンチアリス

Antiaris toxicaγza 

アノレトカ jレフ。ス

Aγtocaγ抑s inci総S

;"i ラ jレトブ'J }y 7。ス

Para:γtocaτ'þus ve:礼e札os札 S

カメレレ

EucalYlうtus degluJうta

" 

I! 

ウォーターカ、ム

S 

19 
日

O. 37 

0.33 

59~ 65 

特自 476~515

440 421~450 

543 538八ノ551

536~549 

502~597 

334~544 

部自 393~690 

621 593~6己O

5宮自 576~618 

毒自習 460~555 

0.51 

0.41 

0.46 104 63~226 

20 
51 自 498~520

H 21~~113 

ブスフ。ラム

Sy叩ium sp. 

214 S

H

S

 

Mar出.tthes coγymbosa 

ラゴラ

A乱thoceph旺:lu5 ιαdamba

イエローハードウッ r'

Neonauclea maluensis 

1.02 34自 346へ，355

1. 03 344 335~347 

0.17 583 551~611 

0.45 527 513~540 

0.71 

0.66 

412 378~445 

183 143へ，245
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Fig. 12 注入量と気乾比重との関係〈心部〉

Rel抗ion b邑tween retention and sp巴cifìc
gravity in air-dry (inner part). 

日ι 0..5 0..6 
気較比憂

S問cific gravity in a� dry 

Fig. 11 注入量と気乾比重との関係〈周辺部〕

Iえ巴lation between retention and specific 
gravity in air-dry (outer part). 

ほほ同じ位置から採1[1(.したものを使用した。

処理液は水溶性問IjJ商薬剤を惣定して，常IÆ\ (20~26QC) の水を使用しp 処理方法は加圧処涯を用いた。

処理は前排気 600mmHg 15 分予力ìl圧 4 kgfcm2 2 時間p 後排気 600 mmHg 15 分で行った。

重量を測定した。処注入量は供試休を処理終了後 24 時間プラスチックシートで彼夜して放置した後，

漂泊の室長と処理法の霊長との差を求めて， m3 あたりの kg で表したものを注入量としたο

処理のお1易性は注入店ーの )';J)\Iとよって比較した。

試験結果(2) 

処現の結果は， Table 10 および Fig. 11 , 12 1乙示すとおりである。

周辺部の注入量は比wとかなりrÐJい相関関係を示しg 比重が高くなるにつれて注入量は次第に少なくな

ガラムート (22のでは日程度の比重のものより注入量がやや少なる傾向を示す。ただしタウン (23) ，

く歩またダイゾックス(1のではやや多かった。

同程度の比市内におけるバラツキが大きくて周辺部ほど高い相心部の注入量も比亙との関係はあるが，

慣はなかった。
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Pれ)pectie!l特f 80me Papua おむwG盟ÌIIe品現T酬を Rela !i n符

with Ma鼠ufacturing P:rm:esses VI 

Wood!料品litie話予 ph抑ical prop紅ties 品nd dec晶y

d羽rability of 出Ilille West Ne背 Britain woods 

百有1'orking Group on Ulilization of Tropical 奇γoods (1)

Summary 

¥Vood qu乱lities 江nd physical prop日rties togεther with fungi 811 おじ巳ptibility were cxamine王1

on twenty-thr記号 wood species sompled at a lowland rain forest in ¥Vest Ne叩J3ritaÌn in 1976. 

上@ trees and 

The sarnple trees are 1isted in Table 1, ()f whi仁h Ochroma , EucalYlうtus 呂ud Tectona (Nos. 

221 1:0 224) are plantation trees. A t巴11 111eter log，乱s a rule , w旦s buckcd fro111 each s乱mple

tree af'ceτ 1.he me旦surement of tr巴e height , buttress height 乱nd cl四r length were taken. The 

extent of end splits was 111easur己d and both 芭nds of sample logs w日rεco旦ted with a fungic�e 

soon after bucking. The log日 were shipped from Kimhe, Ncw Britain, on Sεptembeγ20 th 

and arriv記cl at th巴 laboratory on October 14 th in 1976. 1'h巳 form of the sample trees and 

logs is given in Table 2. 

2. Structur弘司王md

2. 1 Interlllck母d grai説畠nd brittleheart 

The pat1.erns of interlocked grain from pith to bark ¥vere obtained, and the sev巴rity with 

some interlocked grain indic日s for each log was dεcided from the recorded p乱lterns.

The percent辻ge of cross司sectional arca of brittlεheart was invcstigated. 

Procedure 

1'he test pieces for interlocJζαー1 grain, exactly :l 伺o cm widc extending from pith to bark, 
were tak巴n from each disk.. Each test piece was split 問dially from pi th to bar k wi th 乱 sp巴cial

blacle and ham刀ler to rev(ユ日1 the intεrlod;:ed p芯tteτn. 1'he slop己りf lnterlocked grain was ob-

Received October 20, 1977 
11� Wood T悶hnology Division, Wood Utilization Division and Foresl Pro出ct Chemislry Division 
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tained by tracing along the split inεV巴ry 3.0 mm  with a n邑\7ij int邑rlock巴d grain m邑asuring

apparatus which was d巴vised in the laboratory. 

Two intεr locked grain indices w巴re obtained as foIlows : As the f�st index , the average 

slope of interlocked points for each of the maximum ら and Z-spiral value for the whole 

normal wood , excluding the location of brittleheart, was calculat巴d. As the s巴cond index , the 

arithmetical total of the most s巴verely interlocked grain in S direction aτld th乱t in Z direction 

was 0 btained. 

Th巴 rough boundary of a brittleheart in a disk was decided in gre巴n condition by th巴

nak巴d eye, and a more precise on巴 W旦s also m巴asurecl by the existence of tb己 compτession

failur巴 which coulcl be seen on a t呂ngential section using the ster巴o binocul品r microscop巴 of

ten m旦gnifications. 

Results 

The vari旦tions of slope of grain obtainecl from pith to bark for each sampl巴 10克司re shown 

in Fig. 3. Table 3 shows the results of the average values of th巴 interlocked graiτ1 a立正i thc 

total value at the point of the maximum ら and Z-spiral in per cent. 1'h巴 frequcncy of the 

maximum interlocked grain for all sample trec呂 (East 註nd West New Britain) is shown in 

Fig. 4. 

The percentage of cross-sectional area of brittleh日訂t for each tr巴e sample i8 shown in 

Table 4. 

The results obtainecl from thes巴 tests wer巴 summarized as follows : 

(1) Following sp巴cies ， Dracontomelon (201) , Spondias (202) , Sloanea (203) , Endospermum 

(204) , Burckella (216) , llilanthus (217) , Ochroma (221) , Eucaly戸tus (222) and Tecto昨日 (223 , 224) 

had a tendency to show th邑 same patt日rn of grain angle from pith to bark. Pimelodendron 

(205) , Parartocaゆus (213) , Marαnthes (214) and Vitω(220) showed a tend(mcy to inc工 easc the 

grain angle from pith to b品rk. And also Garcinia (206) , Litsea (207) , Castanospermum (208) , 
Pterocar戸us (209) , llglaia (210) , Amoora (211) , Dysoxylum (212) and Neonauclω(215) h乱d tho 

cl巴creasing patterロ from pith. Sterculia (218) 旦nd Celtis (21ヲ) we了e sorτ!ewhat different from 

other species. 

(2) The values of th巴 nla主imum inほrlocked grain for 四ch spεcies ranged from 4.3% for 

S戸ondias (202) to 44.8タl5 for Castanoslうermum (208) ー

(3) Percent時e of cross唱ectional area of brittl巴h出rt for 脱出 species r牛乳nged from 0% 

for Ma叩目的es (214) to 10.296 for Sterculia (218). 

2. 2 Moisture cont母nt and sp母dfic gr1�vity of gr母忠商官。od

As shown in Fig. 5, practically, th引で is no significant differenc巴 between the moisture 

cont日nt measured just aft巴r buckin広乱立d thεinitial moisture content at kiln同drying. Ther巴白

fore , in plac巴 of the former , th巴 laUer is report巴d here as green woocl moistur巴 content. The 

specific gravity of green woocl and the amount of moisture per volum巴 (g/cm2) of each sample 

disk were measurecl (Table 5). 

The moisture content rang巴d from 61% for Celtis (219) to 160% for Sloanea (203). The 

amount of moisturc per volumc of green wood r乱nged from 0.11 g/cm3 for Ochroma (221) to 

0.62 g/cm3 for Castanoψennum (208). Th巴 values of gre印 spεci五c gravitγof Dracontomelon 

(201) , Sloanea (203) , Pimelodendron (205) , Castanosβermum (208) , Pterocaゆus (209) , Aglaia (210) , 

Neonaucl叩 (215) ， Burckella (216) ancl Vitex (220) were highcr than 1. 0φ 

2. 3 Density and s�inkage 

2. 3. 1 Variations of bulk density in radi呂 1 c1irectio立 within stem 
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1'he v旦riation邑 of th(; bulk density from pith 1:0 bark i孔 �sk ()f eaιh sample tree a工記

shown ill Fig. 6. 

プTh己主丘読ま己 b記twむen the m呂ximum and lhe minimum bulk d忠nsity from pith to bark in 

disk ofεach samplc trcc w孔s considerably differεnt amon芯 sampe tγe巴s. The ran日es in 

S戸0珂dias (202) , Pimelodend打on (205) , Garcima (206) , Ailanthus (217) Gmd Ochroma (221) wer巴

less than 50 kgJm 3, and those in Dracontomelon (201) 品目1 Slerculia (218) wer巴 0γer 201 kg!m3• 

T、h己主乱tio � the bulk d己且sity 乱t 20タb rel乱tive di呂同nce from p咜h to I:h己t at 80タb 011 e乱じh

sa汀lple disk (R20ぽ80) was c乱lculated as an ind巴x ()f the variation of the bulk density from 

pith to bark on each sヨ工nple trce (TabJe 5). R20!Rso of Garcinia (206) was t.he larg己臼t and 

that of Sterculia (218) w乱s th巴 sr即日lest among sample trees , R20!R80 of e司ch sarnple t:ree ¥¥las 

genεral1y less tha立 LO ， exclusive of Pimelod側dron (205) λnd Garcinia (206). 

2. 3. 2 Specific gravity and shτink呂g阜

The te8t was carried out by the sam丘 met!tod 乱s dcscrlbed in thc prむ \/iousγ巴purt'll

1'he 11立ean values ()f the spεci fIc gr旦vity and shrinkage w記re obtaint;d for e呂じ11 saTIlplc 

trむe (1'abl日 6).

the s乱mple species, Ochroma (221) and 的Y州thes (214) show巴d thεlowcst and the 

highest volumetric shrinkage values among th巴 sarロple species, respec工ively.
The 呂xial shrinkage values of 81戸 (202)，戸ermum (201) , Nla内定nlhes (214) , Neoｭ

nauclea (215) , Buγιilella (216) , Ailanthぉs (217) and Tectona (223) were over 0，:1タb and t.he other 

sp巴〈おs were 'Nith values 1ess 0.3弘

2. 4 Water absorption 

2. 4回 1 Radial variation in w旦ter a bsorptio[] 

P:roむedu:re

The r呂dial variations of water absorpt卲n in cross section w巴f巳 observ己cl orcler to 

out th巴 boundary between heart-and s品 pwood.

The test pieces w己r巴呂s shown Fig. 7. After seasonin百 at12~13タi5 EMC , the test pleces 

were sunk 50 m m  be!ow the surfac己 0:[ \，vatc:r ヨnd ke1Jt at 25 士 O.2'C for thre巴 hours.

Thcn they were taken out of the wat抗争 split tangentially inlo small pieces and welglled 

with weighing tubes 

R明日Hs

The r乱d.ia! v丘riations of w日 t巴 absorptioll 呂re ぉhown Fig. 8. 

Seven species, n呂m記ly ， Dracontomelon (201) , $ρondias (202) , Castanos�ermum (208) , Ptero 

caψus (209) , Dysoxylurn (212) , Burckella (216) 乱nd Tectona (22:-3) ,vere with distinct dem昌rca~

tion betw記en sap田 and h忠artwoocl. In the日巴日pecies wa ter 丘usorption s!lowed aLrupt changc 

at the bounclary betw日記n them , except γectona (22:-3). 

Som巴 sp色cics j suιh asα (206) ， Aglaia (210) , A.moora (211) 日nd NeonaucZea (215) 

were witb color巴d heartwood but without clear boundary betwee孔 hcarト and sapwood , and 

their variations of water absorptioロ \vere r思lativむ1y narro¥v. 

Th巴 10 sp己CJ 巴s were without clistinct colo工ecl heart¥vood. They 立ave various water 社 u

sorption patterns alld especially Sloanea (203) showed 8uch a variation p社tt上rn as th旦t of the 

first group. 

On the whole, as shown in Fig. 8, the amoU1ほ t of watcr absorption b己tw巴en one田third and 

two咽thirds of the radius wcll n,presentcd thむ aver乱ge foγthe water absorption of th巴九九 hole

crüぉ section of all thc spεcies exeept Sloanea (20:3) ‘ 
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2. 4. 2 羽Tatcr 乱bsorption

Procedure 

Sampl邑s ， 30x30Xl00mm, wcr日 taken from the zone between the one-th�d and two-thirds 

of th巴 radii of 10εs and were air-driecL 

In this tcst th ree to 五V己 test specim巴ns were used for determining the amount of water 

absorption in each of cr088, tangenti乱1 and radial dir巴ction8.

The method used in this test followed the speci五cation of JIS Z 2104-1974 (J乱pan巴se Irト

dustrial Standards : Method for d巳t己rminatíon of amount of wat巴r absorption by wood) 恥

Test specim巴ns were sunk 50 mlTl b邑low the 8urface of w乱teγand kept at 25土 0.20C for 

24 hours. 

E王宮呂E故障

The results are shown in Table 号. Th巴 W呂ter absorption per unit area of all 1:ho species 

was usually large in the order of cross, tangential and radial s巴ction 巴xcept Endos，ρermum 

(204) whose radial section 乱bsorbed much more water than tangεntial s巴ction岡

Four species, nam吉ly Spo持dias (202) , Pimelodendron (205) , Parartoc.日rpus (213) and Sterculia 

(218) w巴町 with higher water absorption, 証nd all these species w巴re light-colored and were 

τem乱rkably blue-stained , 

3. MechanicaI properties 

Static ぉld impact bending tests were carried out by 1.he methods provid巴d in Japanese 

Industri旦1 Standards on smal1, clear sp巴cim巴ns.

Procedur母

Twenty specimens were cut from each log except Tectona (224) , namely, ten for st且1.ic

bencling test 丘nd anothι巴r ten for impact bencling test , considering to eliminate the part of 

sapwood and of brittleheart wood , 1n the caS2 of Tectona (224) , the number of specimens 
wa8 rεduced by half due to th巴 limited volume of 10gs. 

Specimens were dried naturally to th巴 air戸dry condition and 五nish巴d in size of 25x25x 

400 立1m for static bending test and 20X20X300mm for impact bending te8t according to JIS 

Z 2113 and }IS Z 2116 respectiv邑1y.

Both tests were conduct己d in a laboratory controlled at 20cC and 7596 r巴lativ巴 humidity.

1n 1.h巴 cas巴 of st且tic bending t巴8t ， 350 mm  span which is 14 times the depth of specimen 

was used，旦nd load w旦s applied at midspan on 尚早 radial surfac巴 Deflection was m巴asured

by a 50 mm  strok己 digital dial gauge with 0.01 mm  measuring unit. Stress at proport卲nal 

limit, modu!us of 巴lasticity (MOR) and modu1us of rupture (MOR) w巴r巴 me乱sured，

At the impact bending test. 呂 Sharpy typε10kg.m impact t色sting machine wa呂田ed.

Spεcimen with 240 mm  spa立 was broJ王en bSア a pendはlum hammer 丘t the center of span on 

the radial suγface and absorb日d energy was m問sured，

Result畠

The results obtained w巴r思 showアロ in Table 8 with specific gravity (ru) and moisture conｭ

tent (ぉ) a t test. Also the すalues of specific str巴ngth (MOR/ru) , MORjMOE and speci五c impact 

str巴ngth (a/lゾ) wer巴 giv巴n in the same tab1e. 

The results obtained from these tests are summarized as follows : 

(1) The rang巴 of sped五c gravity of spedmens tested was from 0.12 for Ochroma (221) 

to 1,03 for 11げaranthes (214). 
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(2) The relation between sp巴ci五c gravity and modulus of elasticity and modulus of rupture 

in static bending are showll ill Figs. 9 and 10. 

(3) 1n respeじt of the spccific str己ngth values (MORjr'U), 9.5km for Ochroma (221) and 

18.4, 18.6 km for Aglaia (210) and Celtis (219) respectively wer巴 30m巴what low and high in 

comparison with other species. 

(4) The range of the values of MORjMOE was from 0.67 X 10-2 for Endosþemzul河 (204) to 

10Ax 10 2 for Tectona (223). 

(5) '1、h芭 mεanγalues of abs仙台ed energy for each 8pecies ranged from 0.OG3 for Ochroma 

(221) to 1.51 for Maranthes (214). 

(G) The values of speci五c i日ilpact strength (alr,}) ra訟g札1 from 0.8 for Casta何ospermu附

(208) to 3.0 for Eucalがtus (222) with exceptionally high value of 5.0 for Ochrmna (221) 。

Deむav

4. 1 Relative decay durability 

The decay durability of sample speciεs was evaluated by comp迅ring with the percentagε 

of weight 1088 causεd by "¥vood deslroying f リ n広L The percen!日記e of weight 1088 was deter回

rnined by thじ wood block methorl 

Proce品目re

The sawdust block method (JIS Z 2119--1958) usιèd in this exp巴rim引lt is shown 乱S follow8 : 

The be邑ch sawdust containing glucose and pepto問 was used as the m巴dium to culture 

the thrcc wood destroying fUllgi. The s司wdust 工ledium are composecl of b巴ech sawdust, disｭ

tilled water tWl仁e as much as the sawclust, and 1% 豆lucose anc1 0.296 peptone to thc sawdu日t

in weigh仁

The specimens were t辻kεロ at two parts of 呂 log. The one was taken 乱t the part w hich 

are 2~-3 cm from bar吋k ， and this was regaγded as the outer part in this test. 1n some spedes 

thí日 correspondecl to the sapvvood. The oth巴r was t乱ken at the part about two thirds of 

τaclius frorn pith, and was r巳gard巴d 乱s thc inner p乱rt in this t巴st. In 30me specie日 this

corr巴sponded to the heartwood. 

Thむ sp巴じime立s were 20x20x20 泊m in size. They wer日 dr匂d at 60士 20C for 48 hours and 

wcre weighed (original weight bef日間 test). Thr巴e sp巳cimens were set in the test fungi grown 

in each cuJture bottle (thre巴 bottJes for each fungus) , and kept 司t 26 士 2 QC for 60 d品ys盆 After

60 d乱ys， the specime立s were dried at 60士 20C for 48 hours alld weighed (final weight after 

test). 

1、he thre巴 test fungi were Tyromyces palustris (BERK園 et CURT.) MURR円 Coげolus versicolor 

(し ct FIL} ﾇ2UﾉL 乱羽 d Pyc河oþor・ぉs coccineus (FR.) KARST. 

The weiどht 1085 dζ，c乱y ¥vas calじulated from the Iollowin只 formula:

PCれ:entage of weight 1りB8= >< 100 

日公: Origi口日j bdorc test 

F九: Final weight after test 

Re晶騒lts

The vveight J08S of ε呂ch species is shown in Table 9 島

The results obtained for inner part are summarized as follows : 

1. Dracontomelon (201) , Garcinia (206) , Castanos戸M抑制n (208) , Pterocarpus (209) , A.glaia 
(210) , Nconauclea (21fi) , Burckella (216) andγïtex (220) showec1 high rcsistance to decay. 
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2釦 Sρondias (202) , Endos，ρermum (204) , Litsea (207) , Parartocarρus (213) , Sterculia (218) , 
Celtis (219) and Ochroma (221) showed low resistance to decay. 

4. 2 Treatability 

The treatability of 呂ample spec�s for wood preserv匤g was evaluat邑d by comparing with 

retention in the specimen treated by pressure treating method白

Procedure 

The specim巴ns were taken 乱t the same two parts as thむ durabilíty test圃

The specimens were 30 x 30 x 600 m m  in size and air-dried. 

The treating conditions of the pressure method are as follows : 

Preliminary vacuum is 600 mmHg and v旦cuum time is a quarter minutes. Pres8ure is 

4 kgfcm2 and pres日ing time i8 2 hours. Final vacuum 1S 600 mmHg and vacuum time is a 

quarter minutes. 

The specimens were cover邑d by plast兤 sheets afteτtτe且ting， and then the wat巴了 間ten司

tions in the specimens were me旦sur巴d after 24 hours. 

Result畠

Th色 r巴tention of each species obtained by pressure tr問ting method 1S shown in Table 10. 

The r色lations betwe色n r巴t邑ntion and speci五c gr且vity are shown in Figs. 11 乱nd 12也

The specimens from outer part took mor邑 f巴tentions in lower speci五c gravity than that 

in high邑r speci五c gravity, in general. The relation between r巴tention 呂nd specific gr旦vity in 

inner part showed similar tendency as that in outer part. 


